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小林 アステカ社会における衣裳と職務

アス テカ社会 にお ける衣 裳 と職務

アステカ王権に関す る一考察

小 林 致 広＊

Costume and Social Stratification among the  Aztecs  : 

       An Approach to Aztec Rulership

Munehiro KOBAYASHI

   The huey  tlatoani (Aztec Supreme Ruler) received various 
kinds and a large quantity of sumptuous costumes through the 
imperial tributary system. According to the tribute rolls of the 
Aztec Empire, more than one hundred thousand mantles and 
about six hundred sets of warrior's attire together with many 

precious accessories were collected from more than forty tributary 
regions. All of them were prohibited to the macehualli (com-

moners), who could not wear cotton mantles. These sumptuous 
and privileged costumes were designated to the dominant groups 
in the Aztec military and bureaucratic hierarchy. 

   The primary materials for such costumes, such as precious 
feathers, precious stones and gold, were collected by the  pochteca 

(long-distance trader) as well as by a tribute system. They trav-
elled far beyond the Isthmus of Tehuantepec carrying the ruler's 

goods and their personal goods in order to exchange them for the 
primary materials. These materials were manufactured into the 
precious costume by the so-called tolteca ("master of  articrafts"). 

   Each Aztec costume was assigned to a particular level of 

position or officer. A warrior's costume was determined by the 
number of captives that he had taken in battle. Several types of 
martial attire functioned as a visual ranking mechanism within 
the Aztec military and bureaucratic system. These costumes 
were distributed to the tequihuas, in  Nahuatl "he who has an 
office," on various occasions when the Aztec social stratification 
was revealed and expressed theatrically.
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   In the monthly festivals that corresponded to the months 

when imperial tributes were collected, a large amount of costumes 

would be distributed to the nobles, valiant warriors and even to 

enemy rulers. In the case of an enthronement or funeral of the 

ruler and the inauguration of public monuments, some low grade 

costumes were divided among the artisans who had contributed 

to the accomplishment of the ruler's task. The huey  tlatoani, 

who was regarded as the heart of the city-state, could control and 

monopolize the sumtpuous costume in compensation for the slavish 

tasks that he was required to perform to maintain the cosmic and 

social order.
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は じ め に

　 ア ス テカ の社 会 ・経 済体 制 を あ ぐる議論 は ， モル ガ ン によ り図 式 化 され ［モ ル ガ ン

１９５８］ バ ン ド リア ［ＢＡＮＤＥＬＩＥＲ　 Ｉ８７８，１８７９］ に よ って提 示 さ れた 枠 組 に大 き く規 定

され た 。 か れ らの ア ス テ カ ー 部 族 連 合 社会 論 を 否 定 した 「国 家段 階 論 」 ［Ｍ ＯＲＥＮＯ

ｌ９３１；ＣＡｓｏ　 ｌ９６３］ や 「ア ジ ア的生 産様 式 論 」， 「ポ ラ ンニ ー理 論 」， 「垂 直 統 御論 」

な どを援 用 した諸 々の修 正 論 １）で も， 「部族 か ら国 家 へ 」 と い う 社会 進 化 論 的 枠 組 そ

の もの は ，つ ね に堅 持 され て い る。 そ して ア ス テカ社 会 の位 置づ け は ，土 地 保 有 ・相

続 シス テ ム，耕 作 ・労 働 シス テ ムの分 析 に も とつ い て お こな わ れ る傾 向 にあ った２）。

１）「アジア的生産様式論」をアステカに適用す る試みは， １９５０年代末 Ｐａｌｅｒｍ らによ って開始

　 された。 しか し，理 論や諸概念 の安易な適用の域をでない もの ［ＢＡＲＴＲＡ　１９７５］や， 水利社

　 会論 に特化 したもの ［ＰＡＬＥＲＭ　ａｎｄ　ＷｏＬＦ　１９７２］が大部分であ った。１９７０年代以降のエスノヒ

　 ス トリーの発展 にともない実証的 レベルでの適用 も試み られている ［ＢＥＡＵＧＡＧＥ　ｌ　９７６；ＲＥＹＥｓ

　 ＧＡＲｃｆＡ　ｌ９７７；ＯＬＩｖＥＲＡ　 ｌ９７８］。 エスノヒス トリー研究の リーダー Ｃａｒｒａｓｃｏは極 めて折衷

　 主義的に諸理論を適用 しよ うとしている ［ＣＡＲＲＡｓｃｏ　 ｌ９７１，１９７８，１９７９ｂ］が， その非生産性

　 を指摘 した Ｏｆｆｎｅｒ［１９８１］の批判のほうが的をえている。

２）「地方文書」を利用 した薪 しい実証研究 としては，Ｃａｌｎｅｋ［１９７４］，　Ｈａｒｖｅｙ　ａｎｄ　Ｐｉｅｍ （ｅｄｓ．）

　 ［１９８４］を参照。
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　 しか し， この 種 の議 論 は ，史 料 およ び方 法 論 上 で 大 きな欠 陥 を有 して い た 。利 用 さ

れ た 「古典 的資 料 」 の 多 くは ，情 報 デ ータ （場 所 ・時 代 ・情 報 源 ） が特 定 され て い ず ，

「異 教 時 代 の イ ンデ ィオ」 像 を 一般 化 して 記 述 しが ちで あ った 。 「古 典 的 資 料 」 の 分析

に よ るア ス テ カ論 の もつ地 域 的変 異 を 無視 す る とい う欠 陥 は ，１９７０年 代 以 降 の 「地 方

文 書 」 の 分 析 研究 に よ って 明 白 とな って い る ［ＣＡＲＲＡｓｃｏ　ａｎｄ　ＢＲｏＤＡ（ｅｄｓ．）・ １９７６］。

一 方
，方 法 論 上 で も，生 産 様 式 の記 述 ・分 析 ・位 置 づ け に議 論 は限定 され ， ア ス テ カの

社 会 生 活 を大 き く規 定 した と思 わ れ る諸 種 の 祭 式 ・儀 礼 や戦 争 とい った非 生 産 活 動 と

生 産 様 式 のか らみ あ い に論 及 す る もの は皆 無 に近 か った 。Ｈ ａｒｎｅｒ［１９７７］ や Ｈａｒｒｉｓ

［１９７７］に よ る アス テ カ食 人 慣 習 ＝：蛋 白質 補 給論 とい った 「文 化 唯 物 論 」者 の奇 論 を

除 け ば ， Ｊｏｈａｎｎａ　Ｂｒｏｄａ の一 連 の研 究 が初 めて ， 正 面 か ら この問 題 に アプ ロー チ し

た もの とい え よ う ［ＢＲｏＤＡ　 ｌ９７６，１９７８ｃ，１９７９，１９８２］。

　 Ｂｒｏｄａ は ，祭 式 ・儀 礼 や戦 争 に お け る王 ，戦 士 ・貴族 ，平 民 の 関与 の あ り方 ，財 の

交 換 ・再 分 配 の 様 式 に注 目 し， 貢 納 品 と して 集 荷 され た武 具 類 と社会 階 層 の対 応 関 係

を指 摘 し， 生 産 の な か に埋 め こま れ た ア ス テ カの イデ オ ロギ ーを 読 み取 る こ と の重 要

性 を主 張 した。 本 稿 は ，基 本 的 に は Ｂｒｏｄａ の方 法 論 を踏 ま え ， アス テ カ の貢 納 体 制

の一 側 面 を分 析 す る もの で あ る。 旧稿 で は ，食 料 とい う生 存 財 の分 析 に よ り貢 納体 制

を分 析 した が ［小 林 　 １９７９］， 本稿 で は， 衣 類 ・武 具 類 ・装 身具 な ど威 信 財 の 分析 を

手 掛 り に， アス テ カ に お け る王 の 権 能 とそ れ に 関与 す る職 務 シス テ ム の 解 明 を 試 み

る。

　 以下，第 １章では，貢納記録の分析により貢納で集荷された衣類 ・武具類 ・装身具

の種類 ・量の記述，第 Ｈ章では，それらの財の生産 ・流通に関与する職能集団の紹介，

第皿章では集荷された威信財の再分配に関与 した社会階層，財の再分配の場 としての

祭式 ・儀礼，戦争 ・公共事業などと王権の関連を解明する。これらの作業から，王権

に支配され，王権を支える人々のなかに存在 した 「職務」（ｔｅｑｕｉｏｔｌ）という概念にア

プローチ してみたい。

１． 首 都に集荷 され た 「衣裳」

　 メ ソ アメ リカ に おけ る財 の交 換 に は，貢 納 ・遠 隔 地 交 易 ・地 域 市 場 の ３種 の 形態 が

あ った と され るが ［ＢＥＲＤＡＮ　 ｌ９７７，１９７８ａ］， そ の なか で 史 料 が もっ と も多 く残 って

い る の が貢 納 につ いて で あ る。本 章 で は， メ シカ３）大 領 主 へ の 貢納 記 録 で あ る 「貢 納

３） メシカは，テス ココ， トラコパ ンとともに三都市同盟 ＝アステカを構成する民族集団であ る。
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表４）」 に お け る衣類 ，武 具 類 ， 装 身具 類 （以 下 「衣 裳 」 とす る） の説 明 を お こな う。

貢 納 品 目 は多 岐 にわ た る が， 上 記 の カ テ ゴ リー に属 す るもの は，基 本 的 消 費 財 とい う

よ り， アス テ カ社会 の社 会 階 層 構造 と対 応 して い た威 信 財 ・奢 修財 とす べ きだ ろ う。

衣 裳 の分析 か ら社 会 に お け る人 間 関係 の あ り方 を解 読 で き る こ とは ，指 摘 す るま で も

な い で あ ろ う ［ＳＡＨＬＩＮｓ　 ｌ９７６：１７９－１８９；ボガ トゥイ リョフ　 １９８１］。

１．　 「貢納表 」 にお け る衣類

　 「貢 納 表 」 （図 １） に記 載 され た 衣 類 は 男 性 用 の上 衣 と下 帯 （ｍ ａｘｔｌａｔｌ）およ び女

性 用 の上 衣 （ｈｕｉｐｉｌｌｉ）とス カー ト （ｃｕｅｉｔｌ）に大 別 で き る。 「貢 納 表 」 に 記 載 され て い

る衣 類 の大部 分 は ， スペ イ ン語 で ｍａｎｔａ と よ ばれ た男 性 用 上 衣 で あ る。 この ｍａｎｔａ

類 は，柄 ・縁 飾 りの な い 無地 布 （ｑｕａｃｈｔｌｉ）と，　ｔｉｌｍ ａｔｌｉとよ ば れ る柄 ・縁 飾 りの つ い

た もの に二 分 さ れ る （図 ３）。 これ らの衣 類 の材 料 は，大 部 分 が木 綿 で あ るが ，木 綿 の

確 保 で きな い寒 冷 地 で は マ ゲ イ繊 維 ， あ るい は ヤ シ （ｉｃｘｏｔｌ）の葉 繊 維 等 が 利 用 さ れて

いた 。 ｍ ａｎｔａ 類 は ， 幅 ｌｃｅｍ ｍｉｔｌ（約 １．２５　ｍ ）， 長 さ ｌｃｅｍｍａｔｌ（約 １．６７　ｍ） の

もの が標 準 で あ った と思 われ る ［ＣＡｓＴＩＬＬｏ　 １９７２ａ］。

　　 　（１＞ 無 　 地 　 布

　 無地 布 は，地 域市 場 で の交 換 に際 して，基 準 通 貨 と して も利 用 され て い た ［ＤＵＲＡＮＤ－

ＦＯＲＥＳＴ　 ｌ９７１］。 「貢 納 表 」 で 無 地 布 と 同定 しう る もの に は， ３種 の タ イ プが あ る

（図 ３）。 ま った くの無 地 の もの （Ｑ １）が，　Ｖ 字 型 の 線 の あ る もの （Ｑ ２）や とげ 針状

の ものが え が か れ て い る もの （Ｑ ３）とが どの よ うに 異 な る もの カ｝は，　Ｍ Ｔ の ナ ワ ト

ル語 注 記 ， ＣＭ の スペ イ ン語 注記 か らだ けで は確 定 で きな い 。　Ｑ ３ に対 し，　Ｍ Ｔ の

ナ ワ トル 語注 記 は ｙｃｇｏｔｉｌｍａｔｌｉ （ヤ シ葉 繊 維製 マ ン ト），　ＣＭ の ス ペ イ ン語 注 記 は

ｈｅｎｅｑｕｅｎ　ｂｌａｎｄｏ （柔 か いエ ネ ケ ン） で で きた マ ン トと 異 な った 説 明 を して い る。

Ｑ ２に対 して は，　Ｑ １と区 別 した よ うな注 記 は ま った くな い。 た だ絵 符 との対 応 関係

が ない もの の ，Ｍ Ｔ で は，　ｑｕａｃｈｔＨ以 外 に，　ｃａｎａｖａｃ （狭 い木 綿 無 地 布），　ｉｃｈｔｉｌｍａｔｌｉ

（マゲ イ 繊 維 布 ） と い った 注 記 ， ＣＭ で は ，　 ｍａｎｔａｓ　ｇｒａｎｄｅｓ （大 き な マ ン ト），

ｍａｎｔｉｌｌａｓ　ｂ１ａｎｃａｓ （白 い シ ョール） な ど の注 記 が ，　Ｑ 　１，　Ｑ 　２ に与 え られ て い る。 無

地 布 の ３類 型 が， 素材 （木 綿 ，マ ゲ イ ， ヤ シ葉 ） あ るい は大 き さ の差 な ど を反 映 して

い る こ とは推 定 で き るが ， そ の対 応 関係 を確 定 す る こ とは で き な い。

４） 「貢 納 表 」 は ，Ｍ ａｔｒｉｃｕｌａ　ｄｅ　Ｔｒｉｂｕｔｏｓ（１９８０，以 下 Ｍ Ｔ＞，　Ｃ６ｄｉｃｅ　Ｍ ｅｎｄｏｃｉｎｏ　ＩＩＩ　ｐａｒｔｅ（１９６４，

以 下 ＣＭ 　ｍ お よ び Ｉｎｆｏｒｍａｃｉ６ｎ ［ＳｃＨｏＬＥｓ　ａｎｄ　ＡＤＡＭｓ　 Ｉ　９５７］の ３種 の貢 納記 録 の 原 本 と想

定 され る もので あ る ［ＢＥＲＤＡＮ　 １９７６ａ；小林 　 １９７９］。
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図 １　「貢 納 表」 に 記 載 さ れ た 衣 類 ・武 具 類 ・装 身 具

　 　 ＣＭ　ｌｌ　ｆｏｌｉｏ　５２「の Ｔｏｃｈｐａｎ貢納区

　 　 左端は収税吏配置プエブロの絵符

　 　 上 ３列は衣類 ，左下部 は戦士服 と楯，右下部 は装身具
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図 ２ メ シ カ 大 領 主 ． の 貢 納 区
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　 「貢 納 表 」 の 無地 布 の解 読 に 関 して は， も うひ とつ の問 題 が あ る。 それ は無 地 布 の

絵符 の うえ に描 か れ て い る指 絵 符 （図 １） の評 価 で あ る。 これ に関 して は ，無 地 布 の

枚数 ，一 枚 の無 地 布 に継 ぎ合 され て い る布 の枚 数 を 指示 す る もの で な く，無 地 布 の 丈

を 指示 す る とい う Ｂｏｒａｈ らの見 解 ［ＢｏＲＡＨ　ａｎｄ　ＣｏｏＫ　 ｌ９６３：４２－４３］ に従 いた い。

１本 の指 が 通 常 の丈 ｌｃｃｍｍａｔｌを示 して い る と考 え た い 。「貢 納 表 」 に は１ ２倍 丈 ４

倍丈 ， ８倍 丈 の もの が み られ る。

　 さて無 地 布 だ けで な く，す べ て の衣 類 絵 符 に は樹 枝状 の絵 符 が つ け られ て い る （図

１）。 これ は ，４００ （ｃｅｎｔｚｏｎｔｌｉ）を 指 示 す る髪 毛 （ｔｚｏｎｔｌｉ）の絵 符 であ る。 これ に よ っ

て衣 類 の枚 数 が指 示 され るわ けだ が ， そ の計 算 の 仕 方 に は ２つ の見解 が あ る。 枚 数 を

指示 して い る と い う見解 と ，一 荷 （ｃａｒｇａ）を指 示 した もの だ か らさ らに２０枚 を 乗 じな

け れ ば な らな い とす る見 解 ［Ｍ ｏＬＩＮｓ　ＦＡＢＲＥＧＡ　 １９５４１１９５５］ で あ る。 後 者 は ｃＭ

の注 記 に ｃａｒｇａ とあ る こと に留 意 した見 解 だ が ，　 Ｍ Ｔ の ナ ワ トル語 注 記 は そ の種 の

単位 を 指示 して は いな い。 本 稿 で は，前 者 の見 解 に従 う。

　 メ シカ大 領 主 に貢 納 され た衣 類 の量 を 「貢 納 表 」 か ら推 測 す る場合 の最 大 の 問 題 は，

「貢 納 表 」 に記 載 され た 貢納 晶 の量 が ， １年 間 の 量 で あ るか 否 か が確 定 で きな い こ と

で あ る。 Ｍ Ｔ や ＣＭ の注 記 に は ， しば しば，個 別 の品 目 ご とに 「２０日毎 」， 「８０日毎 」，

「年 に ２度 」， 「年 に １度 」 と貢 納 頻 度 を 示 す もの が あ る。 同一 貢 納 区 の 品 目で も異 な

った頻 度 の注 記 が み られ る し， Ｍ Ｔ と ＣＭ で は 同一 貢 納 区 の 同一 品 目 に対 す る注 記

が異 な る例 も多 い。 本稿 で は， 注 記 か ら頻 度 を推 定 す る こ とを せ ず ，「貢 納 表 」 に記

載 され て い る貢 納 品 の量 は ， １度 の貢 納期 に メ シ コ大 領 主 に 納入 され る もの と画 一 的

に判 断 す る こ とに した。貢 納期 が どの よ うな頻 度 で設 定 され て い た か につ い て は ，８０

日毎 ，す な わ ち年 ４．５回 とす る案 と，年 祭 に対 応 して 年 ４回 とす る案 とを 考 え う る。

いず れ が 妥 当 か を判 断 す る材 料 は な い。

　 以 上 の点 を踏 ま え た うえ で ，無 地 布 の貢 納量 を整 理 した もの を 表 ２に示 した 。 そ の

量 は 「貢 納 表」 に記 載 され て い る量 目を示 した もの で， 年 聞 貢 納 量 で はな い。無 地 布

は， 「貢 納 表 」 の ４０貢 納 区 ５）中３２区か ら納 入 され て い る。 そ の 総 量 は標 準 の無 地布 に

換 算 して ，５０，８００枚 とな る。

　 　 （２） 男 性 用 下 帯 お よ び 女 性 用 衣 類

男 性 用 下 帯 （ｍ ａｘｔｌａｔｌ）は 赤 ・黄 ・青 の 彩 色 の もの （Ｍ １） と， 赤 色地 に フ リーズ 状

５）「貢納表」 の貢納区数に関 して， 従来 は ＣＭ　ｎ に従 って３８区とす る見解 ［Ｍ ｏＬＩＮｓ　ＦＡＢＲＥＧＡ

１９５４１１９５５］，３５区とする見解 ［ＢＲｏＤＡ　 １９７８ａ］があるが，筆者 は ｃｉｔｌａｌｔｅｐｅｃ，　Ａｐａｎを含 めた

４０区を貢納地 区数の下限と考える ［ＢｏＲＡＨ　ａｎｄ　ＣｏｏＫ　 ｌ９６３；小林 　１９７９］。

８０５
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無 地 布 （ｑｕａｃｈｔｌｉ）
下 帯 （ｍ ａｘｔｌａｔｌ）

女性用衣類

柄 物 マ ン ト（ｔｉｌｍ ａｔｌｉ）

８０６
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図３　「貢　　納　　表」　　の　　衣　　類
　　　上段　表１の分類　　下段　貢納枚数

の模 様 の あ る もの （Ｍ ２）とが 「貢 納 表 」 には記 載 され て い る。　Ｍ １は ， ８つ の貢 納 区

か ら３，６００着 が 納入 さ れて い るが ，Ａｔｌａｎ 区 のみ が ８００着 で ，他 の ７貢 納 区 は４Ｑｏ着 ず

つ で あ る。 Ｍ ２は ，　Ｃｏａｙｘｔｌａｈｕａｃａｎ 区 か ら４００着 納 入 され て い る。
．フ リー ズ状 模 様

は オ アハ 刀地 方 の先 スペ イ ン期 の建 物 の 壁 面 に ほ ど こ され て い る 「ミ トラ型 」 モザ イ

ク と同 一 の モ チ ー フ とな って い る。

　 女 性 用衣 類 で は ， 上 衣 （ｈｕｉｐｉｌｌｉ）だ け の 絵 符 で 示 さ れ た も の （Ｈ１）， ス カ ー ト

（ｃｕｅｉｔｌ）だ けの 絵符 で示 され た もの （Ｈ２）， お よび 両者 の 組 み合 さ った もの （Ｈ３）の

３タ イ プが 記 載 さ れ て い る。Ｈ ２と Ｈ３は ，　Ｘｉｌｏｔｅｐｅｃ区 のみ が そ れ ぞ れ４００着 ず つ 貢

８０７
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表 １ 「貢 納 表」マ ン ト の 分 類

柄

無

縁
無 　 縁

有 縁

縞 目 多 色 眼 玉 羽 毛

単 色

縞 目

格 子

２ 分

雷 紋

オクイラン

斑 点

シ ン ボ ル

 Q  1....3

 T1,-6 

 T7 

 T9 

 T9 

 T10_13 

 T14 

 T15

T16

T17 

T18

T19

 T20

 T21,....23

T24  T25~34  T35

番号は図 ３に対応　　○ は ＣＭ 皿 にあ るもの

納 して い る。 Ｈ２は ｃｈｉｃｏｃｕｅｉｔｌ（不 規 則 デ ザ イ ンのス カ ー ト），　 Ｈ３ は ｃｕｅｉｔｌ　ｘｉｃａｌ－

ｃｏｌｉｕｈｑｕｉ（雷紋 状 ヒ ョウタ ン模 様 の ス カー ト） とい う注記 が あ る。　Ｈ１は細 分 類 も可

能 で は あ るが ，１３の貢 納 区 か ら４００着 ず つ 貢 納 され て い る。 女 性 用 衣 類 は ，総 計６，０００

着 と な る。

　 　 （３） 柄 物 織 布 類

　 ｔｉｌｍａｔｌｉと総称 さ れ る柄 ・縁 飾 り付 の マ ン ト類 の デザ イ ンは 多種 多 様 で あ り， その

分類 は か な り難 しい。 本 稿 で は ，縁 飾 りの部 分 と柄 の部 分 に ｔｉｌｍ ａｔｌｉを 分割 し，表 １

の よ うな分 類 で整 理 してみ た 。

　 まず ，縁 に関 して は ，無 縁 の もの と有 縁 の もの に ２分 し， 有縁 の もの は，（１）縞 目の

もの （ｔｅｎｕａｕａｎｑｕｉ）， （２）多色 の もの （ｔｅｎｔｌａｐａｌｌｏ），（３）眼 玉模 様 つ きの もの （ｔｅｎｉｘｙｏ），

（４）羽 毛 つ きの もの （ｔｅｎｉｕｉｙｏ）に下 位 区 分 で き る６》。

　 一 方 ， 柄 に関 して は ， （１）単 色 の もの ， （２）縞 目状 の もの ， （３）格 子模 様 の もの （ｃａｃａ－

ｍｏｌｉｕｈｑｕｉ），（４）斜 ２分 型 の も の （ｎａｃａｚｍｉｎｑｕｉ），（５）オ クィ ラ ン風 の もの （ｏｃｕｉｌｔｅｃａｙｏ），

（６）雷 紋 状 の もの （ｃｏｌｉｈｑｕｉ）， （７）斑 点 状 の もの （ｏｃｅｌｌｏｔｌ）， （８）特定 の シ ンボル を え が い

た も の に分 類 で きる。 （２）には 黒色 の も の （ｔｌｉｌｐａｐａｔｌａｖａｃ），赤 色 の もの （ｃｏｚｈｕａｈｕａ－

ｎｑｕｉ），多 色 の もの （ｔｌａｔｌａｐａｌｉ）が あ る。 （４），（５），（６）に もい くつ か の変 異 が あ る。 ま

た ，（８）に関 して の下 位 分 類 は ，第 皿１章 で 詳述 す る。

　 柄 物 織 布 類 の分 類 は ，以 上 の縁 と柄 の分類 を組 み合 せ た４５よ り実 際 に は少 な くな る。

この分 類 （表 １） か ら 「貢 納 表」 の柄 物 織布 類 の貢 納 量 を 整 理 した もの が ，表 ２で あ

６） サアグ ンの記録 ［ＣＦ　ＶＩＩＩ］によ ると，これ以外 に，　ｔｅｎｔｌａｙａｕａｌｏ（ラセ ン状縁），ｔｅｎｃｈｉｌｎａｕａｙｏ

　 などがあげ られている。
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表２ 衣 類 の 貢 納

貢
納
区

　１

２

３

４

　５

　６

　７

　８

　９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

総
単
位

2 

10 

10 

10 

10 

3 

6 

4 

4 

6 

21 

4 

5 

4 

3 

1 

8 

8 

11 

22

下

帯

1 

1 

1 

1

女
性
広

［

1 

1 

1 

1

1

2

1

1

無
地
布

2 

6 

5 

5 

6 

1 

2 

2 

2 

4

2 

3 

1 

3

6 

8 

5 

6

 W

柄 マ ン ト

2T5 

16T4

 X

18

T11

T12,13

T11

Y

T19,22 

 3 

 3 

T17,22 

T16,23 

 3 

T16,21 

T16,23 

2T22 

 T23 

2T23 

 T19

 2T17

 Z

T31

 T30

T32

貢
納
区

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40

計

総
単
位

5 

1 

1 

1 

2

8 

3 

1 

7

 4 

 14.4 

 3 

 8 

 38.6 

 8 

11 

16

285

下

帯

1

1 

2 

1

9

女
性
衣

1

1

1

1

1

1

15

無
地
布

2 

1 

1 

1 

2

2 

1

4 

4 

2

16 

4 

8 

10

127

 W

柄 マ ン ト

2T5

2T2

2T5

7 

T2 

8 

19

 6T6

65

 26,000

 X

 2T10

24

 9,600

 Y

2T17

T16,18

T19

33

 13,200

 Z

T24

4

 0.4

 1.6 

 2T34

12

 W  :  T1—T8  X  :  T2—T15 

Y :  T16-T23 Z : T24-T35

１単位 ：４００着 Ｔｎは表 １，図 ３に準 拠

3, 60(

 114,  000

 3,  000 50,  800

５３，　６００枚

 4,  800

る。４０貢 納 区 の うち ，柄 物 織 布類 を い っ さ い貢 納 して いな いの は ，１２あ る。 この うち

無 地 布 も貢 納 して い な い の は ３貢納 区で あ る。 一貢 納 区 あ た りの貢 納 量 は ，４００着 か

ら１１，５６０着 と差 が み られ る。 ま た ，柄 物 織 布 類 の うち で， も っ と も量 が多 い無縁 縞 目

模 様 の も の （Ｔ１＿６）は ２２，８００着 も納 入 され て い るが，羽 毛 縁 の もの （Ｔ３５）は ４００着 し

か 納入 さ れ て い な い。 ま た ，総 貢 納量 ５３，６００着 の うち ３分 の ２に相 当 す る ３６，０００着

は，無 縁 柄 物 織 布 とな って い る。柄 物 は ， そ のデ ザ イ ンに よ って 価 値 が異 な って いた

こ とは ，１５５４年 の証言 ［ＳｃＨｏＬＥｓ　ａｎｄ　ＡＤＡＭｓ　 ｌ９５７］ カ〉らも推 測 で きる が ， シ ンボ

ル の描 か れ た ものや 羽 毛 や眼 玉 模 様 の縁 付 きの もの な ど高 価 と思 わ れ る もの の貢 納 量

は相 対 的 に少 な い と いえ よ う。

　 男 女 用衣 服 ，無 地 布 ・柄 物織 布 類 とい った衣 類 の貢 納総 量 は ，約 １１万着 とな る。 ま

た ４０貢 納 区 の うち， Ｃｉｔｌａｌｔｅｐｅｃ区 ，　Ｔｅｐｅａｃａｃ区 ，　Ｘｏｃｏｎｏｃｈｃｏ区 の ３貢 納 区 は ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８０９



図４ 衣 類 の 貢 納



小林　 アステカ社会における衣裳と職務

衣類をいっさい貢納 していない。その理由は，他の貢納品との組み合せや貢納区の政

治的 ・経済的状況と関連させて考えねばならないであろう？》。衣類のうち，女性用衣

服が６，０００着と全体の ５％強でしかないこと， すなわち貢納された衣類の大部分が男

性用であったことは留意すべきであろう。

２．　 「貢 納表」 に おけ る武具類

　 「貢 納 表 」 に お け る武 具 類 は， 大 別 して， 戦 士 服 と楯 か らな る。 両者 はつ ね に一 組

とな って貢 納 され て い る。 戦 士 服 （ｔｌａｈｕｉｚｔｌｉ）８）は， 頭 に被 った り肩 にか け た支 柱 に

掛 けた りす る頭 飾 り と，胴 着 か らな る。 頭飾 りは多 様 な もの が あ る が， 胴着 は長 袖 上

下 つ な ぎ と羽毛 飾 り付 のチ ュニ ック （ｅｈｕａｔｌ）の ２タ イプ か らな る。 一 般 兵 士 の 着 用

して いた 木 綿製 胴 着 （ｉｃｈｃａｈｕｉｐｉｌｌｉ）は 「貢 納 表 」 に は記 載 され て い な い ［ＡＮＡｗＡＬＴ

ｌ９７７］。

　 ま た武 器 と して は， 投槍 棒 （ａｔｌａｔｌ）４，０００荷 と弓矢 材 （ｍｉｄ）８，０００荷 が Ｔｅｐｅａｃａｃ

区 か ら貢 納 され て い る のを 除 き，他 の武 器類 ９》は記 載 され て はい な い。

　　 （１） 楯

　ｃｈｉｍａｌｌｉと よ ばれ る楯 は， 竹 を マ ゲ イ繊 維 で ゆ わ え た も の の表 面 に， 羽 毛 な どで

様 々 のモ チ ー フ をえ が いた もの で あ る。 「貢 納 表 」 で は ７つ の タ イプ の 楯 が貢 納 され

て い る。 この うち ４つ は そ の名 称 を 同定 す る こ とが で き る ［ＳＥＬＥＲ　 Ｉ　９６０；ＳｕＬＬＩｖＡＮ

１９７２］ （図 ５）。 「ワ ス テカ様 式 」 楯 （ｑｕｅｔｚａｌｃｕｅｘｙｏ　ｃｈｉｍ ａｌｌｉ，　ＣＨ １），雷紋 状 の モ チ

ー フの あ る楯 （ｑｕｅｔｚａｌｘｉｃａｌｃｏｌｉｕｈｑｕｉ
，　ＣＨ２） の タ イ プ が大 多数 を しめ る。 この ほ か

くさび状 モ チ ー フの 楯 （ＣＨ３），鷲 の 足 爪 の モ チ ー フの あ る楯 （ｑｕａｕｈｔｅｔｅｐｏｙｏ，　ＣＨ４），

黄 金 楯 （ｔｅｏｃｕｉｔｌａｘａｐｏ，　ＣＨ５）， およ び ＣＨ １に似 た 楯 （ＣＨ６），　ＣＨ３に似 た楯 （ＣＨ ７）

が あ る。ＣＨ ５，　ＣＨ６，　ＣＨ７は いつ れ も一 式 しか 貢 納 され て い な い。

　　 ② 　戦 　士 　服

胴着と頭飾りは一組で，戦士服 とみなして考察をおこなう。胴着は，色を考慮しな

ければ，６つに分類できよう。上述 したつなぎ服 とｅｈｕａｔｌの ２大タイプのうちでは，

７） Ｃｉｔｌａｌｔｅｐｅｃ区 は メ シ カの辺 境 要 塞 へ の兵 員 派遣 を 担 当 して お り ［ＺＡＮＴｗ・ＪＫ　ｌ　９６７］，Ｔｅｐｅａｃａｃ

区 は トラス カ ラ独立 領 主 国 との前 線 に位 置 し武 器 類 の 貢 納 品 が多 い 。ま た 貢納 品 のな か に は，

戦争 捕 虜 も含 ま れ て い た。一 方 ， Ｘｏｃｏｎｏｃｈｃｏ区 は， 地 峡 部 を越 え た地 域 にあ る 飛地 貢 納 区で ，

中米 方 面 へ の前 哨 基地 で あ った。

８）ｔｌａｈｕｉｚｔｌｉは， ス ペ イ ン語で は ａｒｍａｓ（紋 章 ），　 ｉｎｓｉｇｎａｓ とい う語 に 訳 され て い る ［Ｍ ｏＬＩＮＡ

１９７０：１４５；ＳＩＭ危ｏＮ　　ｌ　９７７；６９５］０

９）他 の武 器 と して は， 黒 曜石 刃つ きの 棍棒 （ｍａｑｕａｈｕｉｔｌ）， 弓 （ｔｌａｕｉｔｏｌｌｉ）， 棍 棒 （ｑｕａｕｈｏｌｌｏｌｉ）・

投石 器 （ｔｅｍａｔｌａｔ１）な どがあ る ［ＳｕＬＬＩｖＡＮ　 １９７２］。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８１１
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図５ 「貢 納 表」 記 載 の 楯

前 者 が圧 倒 的 に多 い 。 つ な ぎ服 は ， 無 地 の もの （黄 ・赤 ・青 ・緑 ）， ワス テ カ様 式 の

もの （黄 ・赤 ・青 ・白）， ジ ャガ ー もよ うの もの （黄 ・赤 ・青 ・白）， 心臓 もよ うの も

の （黄 ・赤 ・青 ・白） お よ び ２色組 み 合 せ の もの （青 ／黄 ，赤 ／白 ，緑 ／赤 ，緑 ／黄 ，赤 ／

黄 ） の ５タ イプ が あ る。 一 方 ｅｈｕａｔｌは赤 と黄 色 の もの が あ る１０）。

　 一 方 ，頭 飾 りに 関 して は ，サ アグ ンの記 録 な ど によ り， そ の名 称 ・用途 を か な り正

確 に 同定 しう る ［ＳＥＬＥＲ　 ｌ９６０；ＳｕＬＬＩｖＡＮ　 ｌ９７２；ＢＲｏＤＡ　 ｌ９７８ａ］。

　 胴 着 の分 類 は， 頭 飾 りの分 類 とか な りの整 合 性 を もつ 。 た とえ ば ，ｔｚｉｔｚｉｍｉｔｌは ，

つ ね に心 臓 の もよ うの あ る胴 着 ， ジ ャガ ー の頭 部 はつ ね に ジ ャガ ー もよ うの胴 着 と一

対 とな って い る。戦 士 服 の分 類 は， 頭 飾 りに準 拠 して お こな うの が合 理 的 で あ ろ う。

戦 士 服 は１２の タ イプ （ＴＬ１．・１２，図 ６） に分 類 で き，そ の 貢 納量 は表 ３の よ うに な る。

　 戦士 服 の うち， 「ワ ス テ カ様 式」 （ｃｕｅｘｔｅｃａｔｌ），羽毛 製 頭 飾 り （ｐａｔｚａｃｔｌｉ），羽毛 製 旗

飾 り （ｔｚｏｎｔｌｉ）１１）な どは ，１００着 を越 す貢 納 量 が あ る。 ま た貢 納 区別 に み れ ば，メ シカ

１０） Ｍ Ｔ と ＣＭ 　Ｈ で は， 色 が 異 な って い る例 もあ る。ま た ， こ こに あげ た ５色 （赤 ，黄 ，緑 ，

　 青 ， 白） は ， ４方 位 と中心 とい う世 界 の ５分 割 制 と対 応 した 色彩 シ ンボ リズ ム と関連 す る と思

　 わ れ る ［ＲＥｙＥｓ　ＧＡＲｃｆＡ　 １９７９］。

１１） 羽毛 製 旗 飾 り （ＴＬｇ）につ い て は，　Ｓｅｌｅｒ［１９６０］は ｔｚｏｎｔｌｉ，　Ｂｒｏｄａ［１９７８ａ：１２２］は ｍ ｏｍ ｏｙａｃｔｌｉ

　 とい うナ ワ トル語 を あ て て い る。 ま た ｐａｔｚａｃｔｌｉと ｔｚｏｎｔｌｉの差 は は っ き り して い な い。

８１２



小林　 アステカ社会における衣裳と職務

大領主の本拠地に近いほど，戦士服の貢納量や種類が多いという傾向がある。

　楯と胴着 と頭飾りは，基本的にはひとつのセットとして貢納されている。唯一の例

外はＴｏｃｈｔｅｐｅｃ区である。 この貢納区では，黄金楯と羽毛製頭飾りはあるが，胴着

の欠落 した武具の組み合せがひとつある。

「ワステカ型」

　 （ＴＬ１）

「コピリ型 」（ｃｏｐｉｌｌｉ）

　　　　（ＴＬ２）

「蝶 型 」

〈Ｔ Ｌ３）

「ジャガー型 」

　 （ＴＬ，〉

「コヨー テ型 」

　 （ＴＬ５＞

「ｔｚｉｔｚｉｍ ｉｔｌ型 」

　　 （Ｔ Ｌ６）

「ｇｕａｘｏｌｏｔｌ型 」

　　　（ＴＬ７）

「ｍ ａｔｌａｘｏｐｉｌｌｉ型 」

　　　 （ＴＬ，）

「ｔｚｏｎｔｌｉ型 」

　　（ＴＬ　・ｊ）

「ケツアル鳥型 」

　　（ＴＬ１。）

「ｔｏｚｃｏｌｏｌｌｉ型 」

　　　（ＴＬ，，）

「ｐａｔｚａｃｔｌｉ型 」

　　　（ＴＬ１，）

図６　「貢　納　表」 記　載　の　戦　士　服

８１３



図７ 武 具 類 の 貢 納



小林　 アステカ社会における衣裳と職務

表３ 楯 と 戦 士 服 の 貢 納

貢
納
区

セ

ッ
ト
数 １ 2

楯 ＧＨ

３ 4 5 6 7 1 2

戦 士 服 ＴＬ

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

18 

20 

22 

23 

24 

25 

26 

28 

30 

31 

34 

35 

36 

37 

39

80 

65 

103 

 8 

46 

63 

42 

62 

62 

 4 

 2 

41 

22 

21 

 2 

22

2 

1 

1 

1 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2

22 

82 

6 

43 

61 

41 

61 

41 

2 

1 

41

20

1 

1

1 

1 

1 

2

1 

1 

1 

1 

1

41 

2 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

21 

2 

1

2 

1 

2 

1 

1 

1

1

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1

20

1

20

20

20 

20 

1

1

1

40

20

1 

1

20 

20 

1 

1 

1 

20

1 

20 

1

1

1

1 

1

80 

1 20 

20 

1

1 

 I 

1 

1

20

1

1

1

1

20 

1 

1 

20 

1

20

1

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 I 

1 

 1

1

1

1

1

1 

1 

1 

1 

1

1 

1 

1

1

1

1

1

1 

20 

1 

1

20

1 

20 

20 

20 

20

20

1 1

1

20

20 

20

20

1

20

1

1

 1

1 

1

]

1 

1

666  433, 89 ６ユ ４１ 1 ユ 40 171 81 41 28 64 13 12 23 122
 ,

ユ ユ  109

３。　 「貢納表」における装身具類

　衣 類 ・武 具 類 と と もに ，特 権 化 した 社会 階 層 の イ ンデ ッ クス とな る もの に装 身 具 類

が あ る。 これ は ，羽 毛 製 の もの （ｐｌｕｍａｊｅ） と宝 石 製 の もの （ｌａｐｉｄａｒｉｏ）にわ か れ る。

前 者 と して は ケ ツ アル 羽毛 製 髪 バ ン ド （ｑｕｅｔｚａｌｌａｌｐｉｌｏｎｉ） が あ る。 これ は Ｃｏａｙｘｔｌ－

ａｈｕａｃａｎ 区 と Ｃｕｅｔｌａｘｔｌａｎ 区 か ら貢 納 され て い る 。

　 一 方 ， 宝 石 製 の装 身 具 と して は ， 首飾 り （ｃｏｚｃａｔ１）， 耳 飾 り （ｎａｃｏｃｈｔｌｉ）・唇 飾 り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８１５
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（ｔｅｎｔｅｔｌ，　ｔｅｎｇａｃａｔｌ），頭 バ ン ド， 腕 バ ン ドな どが 貢納 され て い る。 首 飾 りは， 緑 石 ひ

す い （ｃｈａｌｃｈｉｈｕｉｔｌ）１２）， トル コ石 ， 金 を材 料 と した もの ， 唇 飾 り１３）は 水 晶 や こは く

と金 をつ ぎ あわ せ た もの が 「貢 納 表」 に記 載 され て い る。 この 種 の装 身 具 の貢 納 は ，

これ らの貴 金 属 ・宝 石 類 の産 地 を ひ か えて い る限 定 され た貢 納 区 に集 中 して い る。 と

りわ け ， Ｔｏｃｈｔｅｐｅｃ区 ，　Ｘｏｃｏｎｏｃｈｃｏ 区 ，　Ｃｕｅｔｌａｘｔｌａｎ 区 とい った貢 納 区 に集 中 し

て い る こ とは， これ らの地 域 が 後 述 す る遠 隔 地 交 易 の 主要 ル ー トに位 置 して い た こ と

と関 連 して いた とい え よ う。 そ して ， これ らの貢 納 区 は ，羽 毛 細 工 ・宝 石 細 工 の原 材

料 を貢 納 して い る地 域 で もあ る （図 ８）。

　 「貢 納 表 」 で は上 記 以 外 に も，祭 式 ・儀 礼 の場 で ，神 像 や 参加 者 の装 身 具 類 と して ，

利 用 さ れ て いた で あ ろ う と思 わ れ る ものが 記 載 され て い る。 Ｑｕｉｙａｕｈｔｅｏｐａｎ 区 か ら

貢 納 され て い る４０の鈴 （ｔｅｔｚｉｌａｃａｔｌ）は，王 た ちが 踊 りの時 に着 用 して い た と思 わ れ る

［ＣＦ　 ＶＩＩＩ：８，２８；ＨＧ　 ｌ９７５：４５９］。 同様 の こ と は，　Ｙｏｈｕａｌｔｅｐｅｃ 区 か ら１０個 貢

納 さ れ て い る トル コ石 製 の仮 面 （ｘａｙａｃａｔｌ）につ いて もい え よ う。　 トル コ石製 の仮 面

は 王 た ち の踊 りの 時 に着 用 され て い た し ［ＣＦ　 ＶＩＩＩ：８，２８；ＨＧ　 Ｉ９７５：４５９ユ，近

年発 掘 調 査 の終 った テ ノ チテ ィ トラ ン大 神 殿 区 か ら 供 物 と して 発 見 され た ［Ｍ ＡＴｏｓ

Ｍ ｏｃＴＥｚｕＭＡ　ｌ　９７９］ い わ ゆ る オ ル メ カ様 式 の 仮 面 に この仮 面 が 対 応 す る可能 性 もあ

る。

皿． 威信財の生 産 ・流通 と職能集 団

　 「貢 納 表 」 に記 載 され た衣 類 ，武 具類 ，装 身 具 類 は ， メ シカ大 領主 の も とに集 荷 さ

れ た もの の一 部 で しか な い。 こ の こ と は， サ ア グ ンの 記 録 に あ る王 侯 ・貴 族 の衣 裳 の

リス ト ［ＣＦ　 ＶＩＩＩ：２３－２５，２７－２８，３３－３５，４７－－４８；ＩＩＩ・１・（４）参 照］ と 「貢 納 表 」 を

比 較 す れ ば一 目瞭 然 で あ る。 サ ア グ ンの記 録 に は 「貢 納 表 」 で言 及 され て い な い多 種

多 様 の衣 類 ，武 具 類 ， 装 身 具類 が記 載 され て い る。支 配 階 級 と関係 した これ らの威 信

財 は ，貢 納 以外 に ど の よ うな 回路 を通 じて集 荷 さ れ たの で あ ろ うか。

１．　原 材 料 の 調達

　 メ シ カ 大 領 主 の も とへ ， こ れ らの 威 信 財 は 完 成 品 お よ び 原 材 料 の 形 態 で 納 入 さ れ て

１２） ｃｈａｌｃｈｉｈｕｉｔ１ は ，必 ず しもひす いの み を指示 せ ず ， 緑 色 トル コ石 ，緑 水 晶 ，玉 ず い ，緑 柱 石

　 な どを含 ん で い た ［ＡＧｏＧＩＮｏ　 １９７７］。　ｃｈａｌｃｈｉｈｕｉｔ１の産 地 分布 ， そ の シ ンボ リズ ム につ いて は

　 Ｔｈｏｕｖｅｎｏｔ［１９８２］参 照 。

１３） Ｍ Ｔ や ＣＭ ∬ の 図版 で は， ２種 の唇 飾 り ｔｅｎｔｅｔｌと ｔｅｚｇａｃａｔｌの う ち，前 者 は独 立 して 描 か

　 れ ， 後者 は ｑｕａｘｏｌｏｔｌ，　ｃｕｅｘｔｅｃａｔｌ，　ｔｅｏｃｕｉｔｌａｃｏｐｉｌｌｉ型 の戦 士服 とセ ッ トにな って描 か れ て い る。
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いた。 後者は，「貢納表」において，木綿，染料，羽毛材，貴金属宝石の原石が記載

されていることからも証明できよう。これらの原材料の多 くは生産地が特定の場所に

限られていた。

　 　 （１） 木 綿

　 高 度 が ２，０００ｍ を こえ ， “ｔｉｅｒｒａ　ｆｒｉａ” とよ ばれ る寒冷 地 で は， 木 棉 の栽 培 は困 難

で あ った １４）。 こ のた め 中央 高 原 ｝ζ位 置 す るプ エ ブ ロ は， ‘‘ｔｉｅｒｒａ　ｔｅｍｐｌａｄａ” ‘‘ｔｉｅｒｒａ

ｃａｌｉｅｎｔｅ” とよ ばれ る低地 域 か ら木 綿 を 調達 す る必 要 が あ った。 そ れ は，遠 隔地 交 易

およ び生 産地 の掌 握 を 前提 とす る貢 納 と い う方 式 に よ って い た・ この ２つ の 回路 が遮

断 され る と， ス ペ イ ン人 侵 入 期 の Ｔｌａｘｃａｌａ の よ うに木 綿 衣 料 が 欠 乏 した で あ ろ う

［コル テ ス　 １９８０：１４５－１４６］。

　 「貢 納 表 」 によ る とメ シカ大 領 主 が 木綿 貢 納 区 と して 間 接 的 に 掌 握 し て い た の

は， Ｃｉｈμａｔｌａｎ，　Ｑｕａｕｈｔｏｃｈｃｏ，　Ａｔｌａｎ，　Ｃｔｚｉｃｏａｃ の ４貢納 区 で あ った。 太 平 洋 岸 の

Ｃｉｈｕａｔｌａｎ 区 は， メ キ シ コ湾 岸 の他 の ３貢 納 区 とは若 干種 類 の 異 な る 「褐 色 木 綿 」

（ｃｏｙｏｉｃｈｃａｔｌ） を納 入 して い た 。 そ の貢 納量 は ， それ ぞ れ ４００荷 ，１６００荷 ， １２００荷 ，

８００荷 で あ り 総 計 ２，０００荷 と い う こ とに な る。 木 綿 一 荷 （ｃａｒｇａ）は ，約 ２３　ｋｇ と推 定

され て い る ［Ｍ ｏＬ１Ｎｓ　ＦＡｂＲＥＧＡ　 １９５４／１９５５］か ら，４６　ｔとい う こ とにな る。 ま たｒ

荷 は１０枚 の 無地 布 に相 当 して い た とい うか ら ［ＳｃＨｏＬＥｓ　ａｎｄ　ＡＤＡＭｓ　 ｌ９５７：５５］， ２

万 枚 の 無地 布 に相 当す る こ とに な る。

　 「貢 納 表 」 に記 載 され て は い な いが ， メキ シ コ盆 地 域 の住 民 を入 植 させ る こ とで ，

直 接 的 に低 地 で の木 棉 栽 培 を ， メ シ コ大 領 主 が掌 握 して い る例 もあ る。 一 例 は ， ア ウ

ィ ッオ トル 王 （１４８６－１５０２年 在 位 ） が ， 西 の タ ラス カ に 対 す る要 塞 と して建 設 した

Ｏｚｔｏｍａｎ 要 塞 とそ の周 辺 の プエ ブ ロに入 植 させ た メ シカた ちに ， 木 棉畑 を つ く らせ

た こ とで あ る ［ＤｕＲＡＮ　 ｌ９６７，　ＩＩ．：３５１－３５５］。 ま た， トラス カ ラに対 す る要 塞 が あ

った Ｃｕａｕｈｑｕｅｃｈｏｌａｎ，　Ａｔｚｉｔｚｉｕａｃａｎ で も， メ、シカ入 植者 の木 棉 畑 が あ った とい う

［ＤｕＲＡＮ　 １９６７，　ＩＩ：４４４］。

　 これ に対 し， ア ス テ カ帝 国拡 張期 （１５世紀 後半 ） 以 降 ， メ キ シ コ盆 地 に本 拠 を お い

て いた 遠 隔 地交 易 商 人 （ｐｏｃｈｔｅｃａ）が， 木綿 そ の もの を取 引 き して いた と とは確 認 で

き な い。 か れ らは， 木 綿 よ りは るか に貴 重 な 羽毛 材 や 貴 金属 宝 石 類 の交 易 に専 心 して

い た と思 わ れ る。 また 地 域 市場 に お け る木綿 の取 引 き はサ ア グ ンの記 述 ［ＣＦ Ｘ ：７５；

１４） 木 棉 の種 類 と して は， 白木 棉 の ほか ，茶 木 棉 （ｃｏｙｏｉｃｈｃａｔｌ），木 木 棉 （ｑｕａｕｈｉｃｈｃａｔ１）が あ り，

　 後者 は ｐｏｃｈｏｔｌ（ＣｅｉｂａＰｅｎｔａｄｒａ）か らとれ た もので あ る 。１６世紀 の木 棉栽 培 分 布 な ど につ いて は

　Ｖａｌｌｅｊｏ［１９７６］が 詳 しい。
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ＨＧ　 ｌ９７５：５６８－５６９］か ら推 定 で き るが ， 取 り引 き され た木 綿 が メ シカ大 領 主 の も

とに原 料 と して集 荷 ざれ て い た とは考 え に くい 。

（２） 染 料

　 多 種 多 様 な 染 料 の う ち １５）「貢 納 表 」 に 記 載 され て い るの は ， ｃｏｃｈｉｎｉｌｌａ と ｔｅｃｏ

ｇａｈｕｉｔｌとよ ばれ る ２種 類 の 染料 だ けで あ る。　ｃｏｃｈｉｎｉｌｌａ は ， 厳密 には サ ボテ ンに寄

生 す るか い が ら虫 の 名称 で あ り， それ か ら採 取 す る赤 色 染料 は， ｎｏｃｈｅｚｔｌｉ（サ ボテ

ンの血） と い う １６）。 この染 料 は， オ アバ カ州 北 部 か らプ エ ブ ラ州 南 部 の特 産 物 で あ

る。 「貢 納 表 」 で は ，Ｃｏａｙｘｔｌａｈｕａｃａｎ，　Ｃｏｙｏｌａｐａｎ，　Ｔｌａｃｈｉｑｕｉａｕｃｏ とい った オ アバ

カ州 北 部 に位 置 す る貢 納 区 か ら， それ ぞれ ４０袋 ， ２０袋 ， ５袋 ， 計 ６５袋 が 納 入 さ れ て

い る。

　 一 方 ，ｔｅｃｏｇａｈｕｉｔｌ（黄 色 の石 ） は ，鉱 物 性 の顔 料 で あ るが ， そ の成 分 は不 明 で あ る。

この 染料 は ， バ ル サ ス川 中 流 に 位 置 す る Ｔｌａｌｃｏｇａｕｈｔｉｔｌａｎ 区 か ら２０壺 納入 さ れ て

い る。 ま た 「貢 納 表」 に 記 載 さ れ て は い な い も の の ， ｎａｃａｚｃｏｌｏｔｌ（Ｃαｅｓａｉｐｉｎｉａ

ｃｏｒｉａｃｅａ，黒 色 染 料），　ｚａｃａｔｌａｘｃａｌｌｉ（Ｃｅｒｓｃｕｔａ　ｔｚｎｔｏｒｅａ，黄 色 染 料）， ブ ラジル の木 な ど の

植 物 性 染料 が ，「海岸 地 方 」 か ら貢 納 され て い た とい う ［ＤｕＲＡＮ　ｌ９６７，ＩＩ：２０７］。一

方 ， こ う した染 料 の う ち，ｃｏｃｈｉｎｉｌｌａ は明 ばん な ど と とも に， 遠 隔 地 交 易 商人 に よ っ

て 取 り引 きさ れて いた ［ＤｕＲＡＮ　 １９６７，　ＩＩ：１８５；ＣＦ　ＩＸ ：１８；ＨＧ 　 ｌ９５７：４９８］。

（３） 羽 毛 材

　 熱 帯 雨 林 に生 息 す る鳥 類 の 色 あ ざ やか な 羽 毛材 は ， メ キ シ コの 中央 高 原 の支 配者 層

が ， その 確保 に執 心 して いた貴 重財 で あ った 。 羽毛 材 の取 得 は ，初 期 は遠 隔 地 交 易商

人 の手 に委 ね られ て い た と いえ よ う。 か れ らの 取 り扱 った品 目 リス トが サ ア グ ンの記

録 にあ るが ，１４世 紀 後 半 には ３種 の羽 毛 材 の み が ，「交 易 品 」 （ｐｏｃｈｔｅｃａｔｔｉｔｉａｑｕｅ） と

み な され て い た とい う。 １５世紀 前 半 に初 め て ， ケ ツ ア ル鳥 羽 毛 が取 引 きされ ， アス テ

カ の勢 力 が テ ワ ンテ ペ ク地 峡 部 に及 ぶ１５世 紀 末 に な る と， 大 量 の 羽毛 が遠 隔 地 交 易 商

人 に よ って ， メ キ シ コ盆 地 の諸 領 主 の も とに もた らさ れ た ［ＣＦ　ＩＸ　；Ｌ　１－２；ＨＧ　１９５７：

４８９－４９０］◎

　 ア ス テ カ は， 羽毛 の産 地 を征 服 し貢 納 区 と して編 成 す る こ と によ って も， 羽 毛 材 を

確 保 して い く。 鳥 類 の 羽毛 材 は ， ６つ の貢 納 区 か ら納 入 さ れ て い る。 羽毛 材 の種 類 も

多 様 で あ るが ， ケ ツア ル鳥 （ｑｕｅｔｚａｌｌｉ）の青 緑 羽 毛 材 が も っ とも多 い 。 この ほ か， 青

１５） サ ア グ ンの記 録 ［ＣＦ　 Ｘ ：２３９－２４５］ に は ，動 物性 染 料 ４種 ，植 物 性 染料 １１種 ， 鉱物 染料 ９

　 種 が記 載 され て い る。

１６） ス ペ イ ン人 の年 代 記 で は ｇｒａｎａ と記 されて い る。 この染 料 は植 民 地 期 に 厳 しい統 制 栽 培 を

　 され続 けた ［ＤＡＬＨＧＲＥＮ　ＤＥ　ＪｏＲＤＡＮ　 １９６３】。
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色 の鳥 （ｘｉｕｈｔｏｔｏｔｌ），赤 色 の鳥 （ｔｌａｕｈｑｕｅｃｈｏｌ），黄 色 の鳥 （ｔｏｚｔｌｉ）， 緑 色 の鳥 （ｔｚｉｎｉ－

ｔｚｃａｎ），お よ び 白色 の鳥 の 羽毛 材 が 「貢 納 表 」 に 記載 され て い る１７）。 羽 毛材 の貢 納 量

は ， 図 ９に示 した 。

　 羽 毛 材 の形 態 で はな く，鳥 その もの を貢 納 して い た貢 納 区 が あ る。 Ｘｏｃｏｎｏｃｈｃｏ区

か らは ，１６０羽 の ｘｉｕｈｔｏｔｏｔｌ，　Ｘｉｌｏｔｅｐｅｃ区 ，　Ｏｘｉｔａｐａｎ 区 か らは ，鷲 が 納 入 され て い

る。 後者 は ， メ シカ大 領主 の鳥 獣 園 で 飼 育 され た と推 定 で き る。生 きた まま の 鳥 の貢

納 は ，年 代 記 で も言 及 され て お り ［ＤｕＲＡＮ　 ｌ９６７，　ＩＩ：２０６］，鳥 獣 園で 飼 育 され て い

た鳥 類 の羽 毛 は， 羽 毛 製 品 に加 工 され て い た ［ＣＦ　 ＶＩＩＩ：４５］。

　 鳥類 の羽 毛 とは異 な るが ，Ｔｅｐｅａｃａｃ区 か ら８００枚 の鹿 皮 ，　Ｘｏｃｏｎｏｃｈｃｏ 区 か ら ４０

枚 の ジ ャガ ー の皮 が貢 納 され て い る。 これ ら も羽 毛 細 工 師 に よ って加 工 され た 可 能 性

が あ る。

　 　 （４） 貴 金 属 ・宝 石 の 原 石

　 「貢 納表 」 で は， 金 ， トル コ石 ， こ は くが原 材 料 と して記 載 され て い る。 金 （ｔｅｏ－

ｃｕｉｔｌａｔｌ　ｃｏｚｔｉｃ） は ，延 べ 棒 ，円盤 ，金 粉 の 形 で貢 納 さ れて い る。 金 の貢 納 区 は オ ァ バ

カ州 北 西部 か らゲ レロ州北 東 部 に集 中 して い る。金 粉 は，Ｔｌａｐａｎ，　Ｃｏａｙｘｔｌａｈｕａｃａｎ，

Ｔｌａｃｈｑｕｉａｕｃｏ 区 か ら２０杯 （ｘｉｃａｌｌｉ）， 円 盤 は ，　Ｙｏａｌｔｅｐｅｃ，　Ｃｏｙｏｌｏｐａｎ 区 か らそ れ ぞ

れ ４０， ２０枚 ，延 べ 棒 は Ｔｌａｐａｎ 区 か ら１０本貢 納 さ れ て い る。

　 トル コ石 は ， Ｙｏａｌｔｅｐｅｃ区 か ら石 材 一 荷 ，　Ｃｏａｙｘｔｌａｈｕａｃａｎ 区 か ら石 盤 ２枚 ，

Ｑｕｉａｕｈｔｅｏｐａｎ 区 か ら 中粒 鉱石 一 荷 の形 で 貢 納 され て い る。 この ３貢 納 区 は いず れ

もバ ル サ ス 川 上 流域 に あ る。 こ は く （ａｐｏｚｏｎａｌｌｉ） は ，　 Ｔｏｃｈｔｅｐｅｃ区 か ら １００枚 ，

Ｘｏｃｏｎｏｃｈｃｏ 区 か ら石 材 ２本 の 形 で貢 納 され て い る。

　 ま た， Ｃｉｈｕａｔｌａｎ 区 か らは，８００個 の貝 殼 （ｔａｐａｃｈｔｌｉ，　Ｓｐｏｎｄ１ｌｕｓ　ｓｐ．）が貢 納 され て

い る。 この 貝 殻 は ，赤 ・白 ・緑 色 を して お り，首 飾 りや腕 輪 ， さ らに は鏡 と して加 工

され て いた ［ＣＦ　 Ｘ Ｉ：２３０］。

　 以 上 の貴 金 属 ・宝石 製 品 の 原 材 料 は ， 貢 納 とい う形 態 だ け で な く， 遠 隔地 交 易 に

よ って も 集 荷 され て いた。 アス テ カ期 の 遠 隔地 交 易 商人 は， タ バ ス コ 州 に あ った

Ｘ ｉｃａｌａｎｇｏ とい う交 易 港 （ｐｏｒｔ　ｏｆ　ｔｒａｄｅ）で ， ひ す い， トル コ石 ，貝 殻 を 入手 して い

た ［ＣＦ　 ＩＸ ：１７－１９； ＨＧ　 ｌ９７５：４９７－４９９〕。 ま た， これ らの稀 少 財 が 紀 元 前 か ら

メ ソ ア メ リカ で ， 広範 な遠 距 離 交 換 （ｌｏｎｇ　ｄｉｓｔａｎｃｅ　ｅｘｃｈａｎｇｅ） の ネ ッ トワ ー クを つ

１７） 以 上 の鳥 類 は， お お よそ 次 の よ うに 同定 され て い る 。ケ ツアル 鳥 ：ＰｈａｒＯｉｎａｃｈｒｕｓ　ｍｏｓｉｎｏ，青

　 色 鳥 ：Ｃ・ｔｉｎｇａ　ａｍａｂｉｌｉｓ，赤 色 鳥 ：４ノαゴα φ¢α， 黄 色 鳥 ：Ａｍａｚｏｎａ ・ｃｈｒｅｃｅＰｈａｌａ， 緑 色鳥 ＝Ｔｒ・ｇ・ｎ

　 ｍｅｘｉｃａｎｕｓ［ＣＦ　Ｘ ：１９－２３］。

８２１



国立民族学博物館研究報告　　９巻４号

く．り あ げ て い た こ一と は ， １９７０年 以 降 の 研 究 に よ っ て 明 ら か に な った ［ＳＰＥＮｃＥ　ａｎｄ

ＰＡＲｓｏＮｓ　 １９７２； Ｈ ＡＭＭｏＮＤ　ｅｔ　ａｔ．．１９７７； Ｗ ＥＩＧＡＮＤ，　Ｈ ＡＲＢｏＴＴＬＥ　ａｎｄ　ＳＡＹＲＥ

１９７７；ＰＩＲＥｓ－ＦＥＲＲＥＩＲＡ　　１９７８ａ，１９７８ｂ］。

２．　 遠隔地交易商人 と王権

　 メ シ カ大 領主 の も と に集 荷 さ れ る威 信 財 の 回路 が ，貢 納 と遠 隔地 交 易 と い う ２つ の

形 態 を と って い る こ と は，前 節 で一 定 程 度 ， 明 らか に で きた 。貢 納 と遠 隔 地 交 易 の 関

係 につ いて は ，遠 隔 地 交 易拠 点 を征 服 に よ り掌 握 す る こと に よ り貢 納 体 制 に編 入 す る

と い う傾 向 を 指 摘 で き る。．Ｄｕｒａｎ の 年 代 記 にお い て も，　Ｔｅｐｅａｃａｃ，　Ｃｕｅｔｌａｘｔｌａｎ，

Ｃｏａｙｘｔｌａｈｕａｃａｎ の 征 服 が ， こ の よ う な 過 程 で あ っ た との べ られて い る ［ＤｕＲＡＮ

１９６７，ＩＩ：１５３－１６２，１８５－１９５，１９７－２０３］。 しか し貢 納 体 制 下 にあ る地 域 で は，遠 隔 地

交 易 が衰 退 あ るい は停 止 して い った とい う仮 説 ［ＣＨＡＰＭＡＮ　 １９５７］ が ， 承 認 で きな

い こ とは Ｂｅｒｄａｎ の指 摘 ど お りで あ る ［ＢＥＲＤＡＮ　 １９７８］。 本 節 で は ， ア ス テ カ期 に

お け る遠 隔 地 交 易 商人 と王 権 との 関係 につ いて 説 明 を お こな う。

　 　 （１） 遠 隔 地 交 易 商 人

　 ア ス テ カ の 遠 隔 地 交 易 商人 に関 して は， サ ア グ ンの記 録 ［ＣＦ　 ＩＸ ；ＨＧ　 ｌ９７５：

４８９－５３３］ が 基本 史 料 とな る。 ア ス テ 々の 遠 隔地 交 易 に従 事 して い る商 人 集 団 ポチ テ

カ に関 す る研 究 は， Ａｃｏｓｔａ　Ｓａｉｇｎｅｓの も の ［ＡｃｏｓＴＡ　ＳＡＩＧＮＥｓ　 １９４５］ を礪 矢 とす る

が ， これ が 注 目を浴 び た の は Ｋａｒｌ　Ｐｏ１ρｎｙｉの 編 さん レた論 集 に おい て ，　 Ｃｈａｐｍａｎ

が 「交 易 港」 （ｐｏｒｔ　ｏｆ　ｔｒａｄｅ） の概 念 と と も に 紹 介 して か ら で あ ろ う ［ＣＨＡＰＭＡＮ

１９５７１。

　 ポ チ テ カ ｐｏｃｈｔｅｃａ は ，地 域 市 場 で 自 己生 産 物 を 売 る商 人 （ｔｌａｎａｍａｃａｃ）と は， 明

確 に異 な る社 会集 団 で あ る。 この集 団 の起 源 は不 明 で あ る が ，サ ァ グ ンの記 録 に よれ

ば ・ テ ノ チ テ ィ トラ ン に 北 接ｉす る市 場 都 市 トラテ ロル コ で は・ 初 代 領 主 ．Ｑ ｕａｑｕａ－

ｐｉｔｚａｕａｃ （１３５０－１４０９年 在 位） の 時代 か らす で にポ チ テ カ が存 在 して い た ［ＣＦ　ＩＸ ：

１３ＨＧ　ｌ　９７５：４８９］。 トラテ ロル コの ポ チ テ カ は，２人 の統 率 者 （ｐｏｃｈｔｅｃａｔｌａｔ６ｑｕｅ）

に よ って代 表 され て い た 。 こ う した ポチ テ カ集 団 は， テ ノ チ テ ィ トラ ン と トラテ ロル

コだ け で な くメ キ シ コ盆 地 の １２の 主 要 な プ ェ プ ロ に 居 住 して いた ［ＤＵＲＡＮ　 １９６７，

ＩＩ：１８５；ＣＦ　 ＩＸ ：１７，４８－４９］。

　 これ らの１２の プ エブ ロの ポ チ テ カが す べ て対 等 の特 権 を 保有 して いた わ けで は な い。

い わゆ る アス テ カ帝 国 の 版 図 を越 え た地 域 で交 易 活 動 に従 事 で きた の は， トラテ ロル

コ， テ ノ チテ ィ トラ ンの ほか ，Ｈ ｕｉｔｚｉｌｏｐｏｃｈｃｏ，　Ａｚｃａｐｏｔｚａｌｃｏ，　Ｑｕａｕｈｔｉｔｌａｎ の ３つ

８２２
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の プ エ ブ ロの ポ チ テ カ に限定 され て いた ■ＣＦ　Ｖ ＩＩＩ：１７，４９；Ｈ Ｇ　１９７５：４９７，５０８］。

この なか には ，アス テ カ帝 国 の 実体 で あ る ３都 市 同盟 の構 成 プエ ブ ロで あ る Ｔｅｘｃｏｃｏ

と Ｔｌａｃｏｐａｎが 含 ま れ て い な い。他 の ２つ の プ エ ブ ロの ポ チ テ カが排 除 され て い る こ

と は， メ シカ大 領 主 とポ チ テ カの 関係 を示 唆 して い る とい え よ う６

　 サ ア グ ンは ，帝 都 メ シ コ （テ ノ チ テ ィ トラ ン と トラ テ ロル コの総 称 ） の ポチ テ カ は ，

７つ の カル プ リに居 住 す る との べ て い る ［ＣＦ　ＩＸ’：　１２・；Ｈ Ｇ　ｌ９７５：４９５］。　Ｚａｎｔｗｉｊｋ

は ， ７つ の カル プ リの うち， Ａｃｘｏｔｌａｎ と Ｐｏｃｈｔｌ査ｎ が 優 勢 な カ ル プ リで あ る と推定

して い る ［ＺＡＮＴｗＩＪＫ　 ｌ９７０］。 ポ チ テカ の カル プ リは， 内婚 規 制 に よ り，他 の アス

テ カ住 民 と は厳 格 に 区別 され て い た ら しい。 Ａｃｘｏｔｌａｎ あ る い は Ｐｏｃｈｔｌａｎ と い うカ

、ル プ ｉＪ一名 は，　Ｃｈａｌｃｏ や Ａｍａｑｕｅｍ ｅｃａｎ ［ＣＨＩＭＡＬＰＡＨＩＮ　 １９６５：４３」４７］ あ る い は

ＨｕｅＸｏｔｚｉｎｃｏ．な ど に もあ る。　Ｈｕｅｘｏｔｚｉｎｃｏ に あ った Ｓａｎｔａ　Ｍ ａｒｆａ　Ａｃｘｏｔｌａ の場 合

は， １５６０年 の セ ンサ ス で ， ３４９名の 納 税者 中 ３０９名 が 商 人 （ｔｅｑｕａｃｈｃａｕｈｔｌ） と して 登

録 され て い る ［ＤＹｃＫＥＲＨｏＦＦ　ａｎｄ　ＰＲＥＭ　 １９７６］。

　 ポ チ テ カ集 団 の 内容 も， そ の職 務 に よ り社 会 的 に分 化 して いた 。 ア ス テ カの 版 図 を

越 え た前 線 地 域 に赴 き交 易 にた ず さわ る人 々は ，ｏｚｔｏｍｅｃａ と よ ばれ た 。 かれ らの う

ち には ，前 線 地 域 に潜入 し， そ の地域 の住 民 の 言 語 ・習慣 を マス タ ー し，地 域 の 情 報

を収 集 す る スパ イ も ど きの活 動 をす る もの （ｎａｈｕａｌｏｚｔｏｍｅｃａ）もい Ｚｃ。か れ ちが 捕束

され た こ とを 口実 と して ， メ シカ大領 主 は征 服 にの り出 して いた ［ＣＦ　 ＶＩＩＩ：５０－

６９，ＩＸ ：３－８，２１－２５】。 こ う した前 線 商 入 の下 １〈は ，荷 担夫 （ｔｌａｍ ａｍａ） た ち も組 織

さ れ てい た １８）。 ポチ テ カ集 団 の な か に は ア ス テ カの諸 祭 式 で生 費 と して殺 され た り，

家 内労 働 に従 事 す る奴 隷 を 専 門 的 に取 引 きす る奴 隷 業 者 （ｔｅＣＯａｎｉ，　ｔｅｑｌｔｉａｎｉ）も いた 。

これ らの ポ チ テ カ集 団 を 統 率 す るの が，ｐｏｃｈｔｅｃ’ａｔｌａｉｌｏｔｌａｃ あ るい は ａｃｘｏｔ６ｃａｔｌとい

う称 号 を もつ統 率者 で あ った ［ＣＦ　 Ｘ ：５９－６０］。

　 王権 との関 係 で 興 味深 い の は， ポ チ テカ の な か に ｔｅＣＵｎｅｎｅｎｑＵｉ‘とよ ば れ る もの が

い た こ とで あ る１９）。 ｔｅｃｕｎｅｎｅｎｑｕｉは ｔｅｃｕｈｔｌｉ（領主 ） と ｎｅｎｅｎｑｕｉ（旅 行 者 ） の ２

語 の合成 語 で ，領 主 の 委託 を受 けて ， 領主 の財 を地 峡 部 の諸 領 主 の財 と交 換す る役 目

を 負 って い た ［ＣＦ　 ＩＸ ：６－８，１７－１９］。

　　 ② 　 王 の 財 と 交 易 商 人 の 財

ｔｅｃｕｎｅｎｅｎｑｕｉは， メ シカ大 領 主 ア ウ ィッ ォ トル王 か ら下 賜 され た無 地 布 １６００枚 を

１８）荷担夫には，下層商人，雇われ た者のほか，少年た ちもいた。’かれ らは，交換財ではな く，

　食器，ひ ょうたん類を運んだ ［ＣＦ　ＩＸ：１４－１５］。

１９）ｔｅｃｕｎｅｎｅｎｑｕｉは ポチテカ内の一定の階層を指示するものでな く， 特権を与え られた上層商

　人 と考 えればよい。

８２３
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元 手 と して ，地 峡部 に赴 い た とい う。 この無 地 布 （ｑｕａｃｈｔｌｉ）を元 手 と して ， 王侯 用

の柄 物 織布 （ｔｌａｔＯＣａｔｉｌｍａｔｌｉ）を 購 入 した とい う。 王侯 用 織 布 と して は， （イ）杯 型 モ チ

ー フで 羽 毛 付 の マ ン ト
， （ロ）鷲 の頭 の モ チ ー フで羽 毛 縞 目縁 飾 りつ きマ ン ト， （ハ）王

侯 用 下 帯 ， （二）刺 繍 つ き女 性 衣 類 が あ った （［ＣＦ　 ＩＸ ：８，１７］。 表 ４Ａ欄 参 照 ）。 （イ）

は 「貢 納 表」 に お いて Ｔｏｃｈｔｅｐｅｃ 区 と Ｔｏｃｈｐａｎ 区 か ら貢 納 され て い るマ ン トと，

（ロ）は Ｏｃｕｉｌａｎ 区 か ら貢 納 され て い るマ ン トとモ チ ー フ が 似 て いた と推定 で きる。

これ らの王 侯 用 衣 類 は ， トラテ ロル コの大 市 場 あ る いは ，交 易 商 人 が通 過 した地 区 の

市 場 で 入手 した と推定 し うる。

　 この メ シカ大 領 主 の財 は地 峡 部 以遠 の諸 領 主 の次 の よ うな財 と交 換 さ れ る。 羽 毛材

と して は， （イ）ケ ツ アル 鳥 ， （ロ）緑 トウガ ラ シ色 の鳥 ， （ハ ）青色 の鳥 ， （二）緑 色 の鳥 ，

（ホ）赤 色 の鳥 ， （へ）黄 色 の 鳥 ， （ト）ひす い色 の 鳥 な ど の羽 毛 が あ る。 原 石 と して は ，

ひ す いや トル コ石 ， さ らには 多彩 な色 の 貝殻 ， べ っ甲や ジ ャガ ー の皮 な ど もあ げ られ

表 ４ ポ チ テ カ の 取 扱 っ た 財

Ａ　王の財 （移出）

　 　 王用マ ン ト （Ｔ２５，　Ｔ３３）

　 　 王用下帯

　 　 王女用衣類 （Ｈ３）

Ｃ　王か らポチテカへの報賞

　 　 蝶型縁付マ ン ト

　 　 杯型 マン ト（Ｔ２５）花柄 マ ント

　 　 石盤 もよ うマ ント，赤色下帯

　 　 兎皮 マン ト

　 　　トウモロコシ ・豆 ・チア

　 　 カヌー １ぱい分

Ｅ　 ポチテ カの財 （移出）

金冠，金製額飾 り

金唇飾，金 首飾 り
王

金 製 つ む うけ， 金 ・水 晶耳 飾 り
“奴 隷 ” （ｔｌａｔｌａｃｏｔｉ

，女 ・少年 ）

黒曜石 ・銅製耳飾 り

黒曜石 ナイフ ・矢 じり

針，貝殼，コチニール

香 ・薬草，明ばん

平
民

Ｂ　 王の財 （移入）

　　 ケ ツアル羽毛，青 ・緑 ・赤 ・黄色羽毛

　　 ひすい，緑色黒 曜石，黒縁ひすい

　　　トル コ石 モザイク楯，赤 ・黄色貝殻

　　 べ っ甲板，黒ジ ャガー皮

Ｄ　 ポチテカか ら王への上納

　　　ケツアル羽毛頭飾 り ・旗 印，緑 羽毛旗印

　　　羽毛製胴着，羽毛製腕輪

　　　 トルコ石モザイク楯

　　 金 製鼻飾 り，耳飾 り

Ｆ　 ポチテカの祭式で消費される財

マ ン ト （花 ， 網 ，巻 貝 ｅｔｃ）８００～ １２００

下 帯 （コ ヨー テ， 網 ｅｔｃ） ４００

女 性 用 衣類 （心 臓 ，巻 貝 ， 鷲 ｅｔｃ）

貴
族
用

トウ モ ロ コシ，豆 ， チ ア， ア トー レ， トマ ト

トウ ガ ラ シ， 塩 ４０－６０荷 ， カ カオ ２０袋

七 面 鳥 ８０－ １００羽 ，犬 ２０－４０匹

チ ョコ レー トこね棒 ２００－４００本 ， 鉢

か ご， 土器 ， 皿

薪 炭 ，飲 料 水 ， カ ヌ ー ３～ ４せ き分

８２４
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て い る ［ＣＦ　 ＩＸ ：１７－１９］，表 ４Ｂ欄 参照 ）。 メ シカ大 領 主 の 財 と交 換 さ れた もの は，

す べ て原 材 料 で あ った こ とが特 徴 とい え よ う。 その 構 成 は ， 「貢 納 表 」 に記 載 さ れ て

い る Ｘｏｃｏｎｏｃｈｃｏ貢 納 区 の貢 納 品 構 成 に近 似 して い る。

　 上 述 の財 を メ シカ大 領主 の もと に持 ち帰 る こ とに よ り， ｔｅＣｕｎｅｎｅｎｑＵｉは諸 種 の 報

賞 を え る。 す な わ ち ，乾 燥 トウモ ロ コ シと イ ンゲ ン豆 を それ ぞ れ カ ヌー １せ き分 と若

干 の チ ア と い った食 料 だ けで な く，兎 皮 製 のマ ン トー束 と何 枚 もの衣 類 が下 賜 され て

いた 。衣 類 は， （イ）蝶 ， （ロ）杯 型 ， （ハ ）石 製 円盤 ， （二）赤 色 の花 を デ ザ イ ン したマ ン

ト類 と， 赤 色 の下帯 で あ る （［ＣＦ　 ＩＸ ：５－６］， 表 ４Ｃ欄 ）。 一 方 ， 地 峡部 な どか ら

ｔｅｃｕｎｅｎｅｎｑｕｉに よ って持 ち帰 られ た原 材 料 は， メ シ コ大 領 主 の 抱 え て い る羽 毛 細 工 ，

宝 石 細 工 ，金 属 細 工 の 職 能集 団 の もと に届 い た もの と思 わ れ る。

　 王 の 財 は ， ポ チ テ カが 取 り扱 った財 の ご く一 部 で しか な い。 ポ チ テ カ は， 王 か ら下

賜 され た財 とは別 途 に ， 自前 の財 を大 量 に扱 って い た 。 ポ チ テ カは ，交 易 活 動 を お こ

な う地 域 の 社会 構 成 に対 応 した 財 を 中央 高 原 か ら運 搬 して い る。 地 域 の領 主 階 級 む け

の装 身 具 類 ，地 域 の平 民 階 層 の装 身 具 類 や道 具類 そ して 奴隷 （ｔｌａｔｌａｃｏｔｉ）な ど が そ の

リス トの な か に含 ま れ て い る （［ＣＦ　 ＩＸ ：８，１７－１８］， 表 ４Ｅ欄 ）。 表 の うち ， と り

わ け興 味 を ひ くの は，黒 曜 石 製 ナ イ フや カ ミソ リ，ぬ い針 （ｈｕｉｔｚｍａｌｌｏｔｌ），　ｃｏｃｈｉｎｉｌｌａ，

明 ばん ，薬 草 とい った 生 活 必需 物 資 が言 及 され て い るこ とで あ る。 これ は， ポチ テ カ

が ，交 易 拠 点 に開 設 され た地 域 市 場 での 取 引 きに ま で参 加 して い た こ とを 示 す ２０）。

　 　 （３） 王 権 に よ る 遠 隔 地 交 易 商 人 の 統 制

　 ア ス テ カ拡 張期 に お け る ポチ テ カ とメ シカ大 領 主 の 関係 は， いわ ば二 人 三 脚 の よ う

な もの で あ った。遠 隔 地交 易 → 征 服 → 貢 納 体 制 へ の編 入 とい う過 程 で ，両 者 間 の矛

盾 が 顕在 化 す る こ とは少 な か った 。 しか し，「地 上 の あ らゆ る もの」 （ｔｌａｌｔｉｃｐａｃａｙｏｔｌ）

を手 に しえ た富 裕 ポチ テカ に対 す る王 権 の統 制 が皆 無 で あ った わ けで はな い 。王 権 に

よ る統 制 は， モ クテ ス マ ｆｉ世 時代 （１５０２－一一１５２０年 在 位 ） に強 化 され て い く ［ＶＡｚｇｕＥｚ

ＣＨＡＭＯＲＲＯ　 １９８１］。

　 ポチ テ カ は， か れ ら固有 の神 々を祀 り，独 自の法 体 系 で裁 判 を お こな う特権 を メ シ

カ大領 主 か ら認 め られ て い た。 しか し， 日常 生 活 に おけ る挙 動 に関 して は ，か な りの

制 限 が加 え られて い る。 ポ チ テ カの 中核 で あ る ｏｚｔｏｍｅｃａ の 日常着 は，平民 と同 じマ

ゲ イ製 の マ ン トで あ り，自 らの 富裕 さを誇 示 す る こ とは 差 し控 え られ て い た２１）。 こ う

２０） Ｃｈａｐｍａｎ らの 「交易港」仮説では， 遠隔地商入が，下位 レベルの地域市場 に関与 して いた

　 ことについて は無視されている。

２１）遠隔地交 易の出発 ・帰還はいずれ も夜 間にお こなわれている。

　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 ８２５
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した謹 厳 な生 活 様 式 を 乱す もの は， メ シカ大 領 主 によ って処 刑 さ れ， 接収 され た財 は，

戦 士 階級 の一 部 を 養 う’た め に まわ され る こ と もあ った ［ＣＦ ＩＸ ：３１－３２；ＨＧ　 ｌ９７５：

５０３］。

　 ポ チ テカ が富 裕 さを 誇示 で きた の は， メ シカ の支 配 階 級 も参加 して挙 行 され る祭 式

の場 に限定 され て いた 。祭 式 の場 で の み， ポチ テ カ の統 率 者 た ちは ，金 と こ は くで で

き た唇 飾 り とい う本 来 は支 配 階級 に のみ 許 され た装 身 具 を 身 にま とえ た２２）［ＣＦ　ＩＸ ：

２３－２４；ＨＧ　 ｌ９７５：５００］。 ま た祭 式 に お い て は， ポ チ テ カ の財 が ， 大規 模 に支 配 階

級 の間 に贈与 さ れて いた 。 サ ア グ ンに よ る と，８００～１，２００枚 の マ ン ト類 と ４００の下 帯

が ， その た め に用 意 され ， 「支 配 者 の 家系 に 属 す るす べ て の 貴族 （ｔｌａｇｏｐｉｐｉｌｔｉｎ）２３）」

に配 分 され た （［ＣＦ　 ＩＸ ：４７］， 表 ４ Ｆ欄 ）。

　 こ の こ とか ら も類 推 で き るよ うに ，王 権 は王 の 財 を投 入 す る こ とに よ っ て， 遠 隔地

か ら威 信 財 の原 材 料 を確 保 した だ け で な い。 ポチ テ カ に対 し， 王 権 を演 出す る イデ オ

ロギ ー的装 置 で あ る数 々 の威 信 財 の使 用 を制 限 す る こ とで ，実 質 的 に大 量 の威 信 財 を

自 らの も と に集 荷 す る こ とが で きた 。

３．　 羽毛細工師 と貴金属 ・宝石細工師

　 前 節 で紹 介 した遠 隔地 交 易 商 人 が 持 ち帰 った り，貢 納 とい う回 路 で ， メ シカ大 領 主

の も とに集 荷 され た原 材 料 は， 「工 芸 人 」 （ｔｏｌｔｅｃａｔｌ）の 手 で ， 華 美 な 衣類 ・武 具 類 ・

装 身 具 類 に加 工 され る。 「工 芸人 」 を指 示 す る トル テ カ は ｔｕｌｌａｎ （芦 の 繁茂 す る所 一

都 市）の 住人 とい う意 味 で あ る。 ア ス テ カ に と って ， トル テ カは あ らゆ る先 進 的 技 術 ・

知 識 の発 明者 で あ り， そ の伝 承 者 を 意 味 して い た ［ＣＦ　 Ｘ ：１６７－１７０；Ｈ Ｇ　 ｌ９７５：

５９５－５９８］ｏ

　　 （１） 羽毛細工 師

諸種の鳥類の羽毛 を細工 して， 華麗な楯 や戦士服 などを作 る人 々は アマンテカ

（ａｍａｎｔｅｃａ）とよばれた。これはかれ らの属するカルプ リの名称にちなむ。 かれらの

居住区は， ポチテカの居住区 と通りをはさんで隣…接するのがつねであった２４）［ＣＦ

２２） ポチ テ カの 集住 す る トラテ ロル コに は ， メ シカ 大 領主 に 任 命 され た 軍 事 的統 治者 （ｑｕａｕｈ－

　 ｔｌａｔｏｑｕｅ）が い た。 か れ らは ６種 の唇 飾 りを着 用 で きた が， ポ チテ カ の統 率 者 た ちは ２種 だ け

　 に制 限 され て い る 。

２３） こ こ で は， ｔｌａｃａｔ６ｃｃａｔｌ，　ｔｌａｃｏｃｈｃａｌｃａｔｌ，　ｑｕａｕｈｎｏｃｈｄｉ，　ｑ磁 ｃｈｉｃ，　ｏｔｏｍｆ，　ｍｉｘｃｏｏｔｌａｉｌｏｔｌａｃ，

　 ｅｚｕａｕａｃａｔｌ，　ｍａｇａｔｅｃａｔｌ，　ｔｉｌｌａｎｃａｌｑｕｉ，　ｔｉｃｏｃｙａｕａｃａｔｌ，　ｔｅｚｃａｃｏａｃａｔｌ，　ｔｏｃｕｉｌｔｅｃａｔ１，　ａｔｅｎｐａｎｅｃａｔｌお

　 よ び ｔｌａｃｏｃｈｃａｌｃａｔｌ　ｔｅｃｕｈｔｌｉとい．う１５の称 号 ・役 職 名 が あが って い る。

２４） ポ チテ カ の守 護 神 Ｙａｃａｔｅｃｕｈｔｌｉの 神 殿 と ， 羽毛 細 工 師 の守 護 神 の ひ とつ Ｃｏｙｏｔｌｉｎａｈｕａｌの

　 神殿 は並 んで 建 って い た ら しい 。一 ’ 、
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ＩＸ ：８８－８９；Ｈ Ｇ　 ｌ９７５：５１９］。 これ は ，羽 毛 細工 の原 材 料 の大 部分 が ， ポ チ テ カ に

よ って 調 達 さ れ て い た こ とか ら当 然 といえ る。

　 モ ク テス マ ［１世 は ，王 侯 用 の羽 毛製 品 をつ くる羽毛 細 工 師 を テ ノチ テ ィ トラ ン と ト

ラテ ロル コか ら選 びだ し，特 定 の家 に居 住 させ た とい う ［ＣＦ　 ＩＸ ：９１；ＨＧ　 １９７５：

５３０］。 その う ちひ とつ は ，貴 金 属細 工 師 ，宝 石 細工 師 ，絵 師，石 木 彫 刻 師 な どが居 住

して い た とい う鳥類 園 （ｔｏｔｏｃａｌｌｉ）で あ ろ う ［ＣＦ　 ＶＩＩＩ：４５；Ｈ Ｇ　 ｌ９７５：４６８］。 か

れ らは ， メ シカ の 守 護神 ウ ィチ ロポ チ トリ を 飾 る 「神 の 衣 裳 」 （ｔｅｕｑｕｅｍｉｔｌ） を 専

門 につ く って い た。 ま た モ クテ ス マ Ｈ世 が 敵 国 や 服 属 した 地 域 の 領 主 に 贈 る衣裳

（ｔｌａｔｑｕｉ）を つ くるも の は 「王 宮 羽毛 細 工 師 」 （ｔｅｃｐａｎ　ａｍ ａｎｔｅｃａ） とよ ば れて いた 。

さ らにモ クテ ス マ Ｈ世 の 管 財倉 庫 で ， モ クテ スマ Ｈ世 の 舞 踊 用 衣 裳 をつ くる もの

（ｃａｌｐｉｘｃａｎ　ａｍａｎｔｅｃａ）もい た ［ＣＦ　 ＩＸ ：９１；ＨＧ 　 １９７５：５３０］。

　 サ ア グ ン は ， こ う した王 侯 用 の楯 や戦 士 服 をつ くる羽毛 細 工 師以 外 に， 「並 」 の楯

や戦 士 服 な どを つ くる羽 毛 細 工 師 （ｃａｌｌａ　ａｍａｎｔｅｃａ）も いた こ とを指 摘 して い る ［ＣＦ

ＩＸ ：９１－９２；ＨＧ　 ｌ９７５：５３０］。 これ は ，階 梯 の底辺 に い る戦 士 た ち用 の楯 や戦 士 服

を つ くる羽 毛 細 工 師 で あ った。 「高級 」 な羽 毛 細 工 と 「並 」 の羽 毛 細 工 で は職 人 の位

階 が異 な る だ けで な く， 羽 毛 材 の質 や使 用 す る道 具 も異 な って いえ 。 「並 」 の羽 毛 材

と して は ， ア オ サ ギ，七 面 鳥 ， ア ヒル な ど が あ り， そ れ らは銅 製 の ナ イ フで は な く黒

曜石 の ナ イ フ で切 られ て い た とい う ［ＣＦ　 ＩＸ ：８９－９１］。

　 　 （２） 貴 金 属 ・宝 石 細 工 師

　 サ ア グ ンは金 属 製 作 ・加 工 に従 事 す る職 人 が多 岐 にわ た って い た こ とを の べ て い る

［ＣＦ　 ＩＸ ：６９－７８；Ｈ Ｇ 　 ｌ９７５：５２０；ＬＥ６Ｎ－ＰｏＲＴＩＬＬＡ　 ｌ９７８］。 先 ス ペ イ ン期 には

主 に金 と銅 が加 工 さ れて いた が ，王 権 と結 び つ い た威 信 財 と して の装 身 具 に使 用 され

た の は金 で あ った。 金 細 工 師 （ｔｅｕｃｕｉｔｌａｏａｑｕｅ） は， そ の 加 工 工程 に従 って ，鋳 物 師

（ｔｅｕｃｕｉｔｌａｐｉｔｚｑｕｅ），打 ち延 べ 師 （ｔｅｕｃｕｉｔｌａｔｚｏｔｚｏｎｑｕｅ）お よ び 仕 上 師 （ｔｅｕｃｕｉｔｌａｔｌａ－

ｌｉａｎｉ）に分 化 して い た。 か れ らも一 定 の居 住 区 に 集住 して い た と思 われ ， そ の候 補 地

と して は， か れ らの 守 護 神 Ｔｏｔｅｃ の神殿 が あ った Ｙｏｐｉｃｏ 地 区 を指 摘 で きる ［ＣＦ

ＩＸ ：６９；ＨＧ　 ｌ９７５：５１５］。

　 原 材 料 で あ る金 粉 を集 荷 した 回 路 と して ， 貢 納 と遠 隔 地 交 易 の いず れ の比 重 が大 き

か った か は不 明 で あ る。金 細 工 師 は，羽 毛 細 工 師 の デ ザ イ ンに も とづ き，首 飾 りや 様

々 の装 身 具 を つ くった ［ＣＦ　 ＩＸ ：７５－７６］。

　 「貢 納 表 」 に記 載 さ れ て い る金 製唇 飾 り，耳 飾 りお よ び黄 金 楯 は ， か れ らの守 護 神

Ｔｏｔｅｃの装 身具 で もあ る ［ＣＦ　 ＩＸ ：６９］。

８２７
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　 一 方 ，宝 石細 工 師 （ｔｌａｔｅｃｑｕｅ）に は， メ キ シ コ盆 地 の南 部 に位 置 す る シ ョチ ミル コ

（Ｘｏｃｈｉｍｉｌｃｏ）を 故 地 で あ る とす る伝 承 が あ る。 か れ らが造 る もの と して は ， ２種 の

唇 飾 り （ｔｃｚｇａｃａｔｌ／ｔｅｎｔｅｔｌ），耳 飾 り （ｎａｃｏｃｈｔｌｉ），首 飾 り （ｃｏｚｃａｔｌ），腕 輪 （ｍａｃｕｅｘｔｌｉ）

が あ り， 水 晶 ， 紫 水 晶 ， 緑色 石 ， 黒 曜石 ， ひす い， トル コ石 ， オ パ ール （ｈｕｉｔｚｉｔｚｉ－

ｌｔｅｃｐａｔｌ），血 玉 ず い （ｅｚｔｅｃｐａｔｌ）， こは くな どが 原 材料 とな って いた ［ＣＦ　 ＩＸ ：７９－

９２；Ｈ Ｇ　 １９７５：５２４－５２６］。 これ らの 原石 に穴 を あ け研 摩 す るた め の石材 や砂 は ，特

定 の産 地 の ものが 利 用 され て い た。 これ らの原 材 料 も， 金粉 と類 似 した 回 路 に よ っ て，

か れ らの手 許 ま で 到達 した も の と思 わ れ る。

　 これ ま で の記 述 で 明 らか に な っ た衣 類 ・武 具 類 ・装 身 具類 とい った 威 信 財 とそ の原

材 料 の メ シカ大 領 主 の も とへ の集 荷 回路 を示 せ ば図 １０の よ う にな るだ ろ う。 図 に示 し

た集 荷 回 路 は，原 材 料 で あ る木 綿 と，完 成 品 と して の無 地 布 や マ ン ト類 に関 す る集 荷

回 路 と して は適 切 で な い。 そ れ は ， 織 物 に 従事 した職 業 集 団 が ， 羽 毛細 工 師 ， 貴金

属 ・宝 石 細 工 師 のよ うな 同 業者 集 団 を 構 成 して い な か った か らで あ る。 糸 つ む ぎ人

（ｔｚａｕｈｑｕｉ） お よ び 機 織 人 （ｈｉｑｕｉｔｑｕｉ） が 女性 で あ った こ と ［ＣＦ　 Ｘ ：３５－３６】 は

確 実 で は あ るが ， イ ンカ に お け る 「処女 の館 」 （ａｑｌｌａ　ｈｕａｓｉ） の ごと き 組 織 の 存 在

図１０ 威 信財 とその原材 料 の集荷 回路

８２８
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［Ｍ ｕＲＲＡ　 １９６２］ は確 認 で き ない 。 無 地布 （ｑｕａｃｈｔｌｉ）が， 遠 隔地 交 易 や 地 域 市 場 に

出廻 って いた こ とは前 述 した よ うに確 実 で あ るが ，柄 物 マ ン トにつ い て はわ か らな い

点 が多 い 。

皿． 威 信財の再分配 と王権

　貢納や遠隔地交易によってメシカ大領主のもとに集荷された威信財の再分配はいか

なる基準で，どのような場でおこなわれたのであろうか。前章までで紹介 した衣類 ・

武具類 ・装身具類は，いずれも特定の社会階層に指定された威信財であり，その着用

は厳 しい規制のもとにあった。アステカの人々は，その社会の階梯を上昇することに

より，より華美な 「衣裳」を身にまとい，自己の位置を誇示することができた。

１．　 「衣 裳」 の序列

　アステカ社会においては，平民と支配者階級の差異を強化するための規制が存在し

ていた。この規制や実態を本節で記述する。

　 　 （１） 「衣 裳 」 着 用 規 制

　 ア ス テ カ の慣 習法 に つ い て は ， い くつ か の年 代 記 や報 告 書 に記 載 が あ る ［ＧＡＲＩＢＡＹ

（ｅｄ．）　 １９７３：７３－７６； ソ リタ　 １９８２：６３－９８］。 そ の な か で ，　Ｄｕｒｉｎ の 年 代 記 は モ

クテ スマ １世 （１４４０－ ６９年 在 位 ） が定 め た 法令 な ど につ いて詳 細 な記 述 を残 して い る

［ＤｕＲＡＮ　 １９６７，　ＩＩ：２１１－２１４］。 そ の なか に， メ シカ大 領 主 ，有 力 領 主 ， 上級 戦 士 ・

一 般 兵 士 ， 平 民 が身 体 に ま とえ る もの に 関す る規定 が あ る。 これ らをま とめ た の が ・

表 ５で あ る２５）。 平 民 に対す る木 綿 製 マ ン ト着 用 の禁 止 ，金 ・宝石 ・高 級 羽 毛 製 の装 身

具類 の大 領 主 ，有 力領 主 のみ の使 用 ，戦 士 ・兵 士 階梯 に よ る 「制服 」 の差 な どが は っ

き り と示 され て い る。 モ ク テ スマ Ｈ世 期 に は， こ の 規 定 が よ り 細 くな り，大 領 主 の

系 譜 に 属 す る もの と， そ うで な い もの が 峻 別 され るよ うにな った ［ＤＵＲＡＮ　 １９６７・

ＩＩ：４０３－４・０６；ＴＥｚｏｚ６Ｍｏｃ　 １９７５：５７８］ と思 わ れ る。

　 この 種 の規 定 は， 死 者 の埋 葬 品 の 差 異 か らも知 り うる。 領 主 （ｔｌａｔｏａｎｉ） や 貴 族

（ｐｉｐｉｌｔｉｎ） の 死 体 の 口 に は ひす い （ｃｈａｌｃｈｉｈｕｉｔｌ） が は め込 まれ る の に 対 し， 平 民

２５） この種の規定 が以後 も存続 していたことは， 年代記のより後半 の 部分で も言 及されている

　 ［ＴｏｖＡＲ　ｌ９７２：６７，６８；ＴＥｚｏｚ６Ｍｏｃ　ｌ　９７５：４９５；ＤｕＲＡＮ　ｌ９７６，　Ｉ　Ｉ：４４３］。 詳細 は Ａｎａｗａｌｔ

　 ［１９８０］参照。

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　８２９
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表５　「衣　　裳」　　規　　定

頭 部

履 物

マ ン ト

装 身 具

羽 毛 飾

他の特権

大 領 主 （王）

ｘｉｕｈｕｉｔｚｏｌｌｉ

（金 王冠 ）

ｑｕｅｔｚａｌｌａｌｐｉｌｏｎｉ

（羽 毛 髪束 ）

ジ ャガ ー皮

サ ンダル

高 級 マ ン ト

金 製 ， ひす い

ケ ツ ア ル 鳥

カ カオ ・酒 ・人

肉摂 取 ，免 租 ，

多妻 ， 王 宮 踊

有 力 領主

（ｘ三ｕｈｕｉｔｚｏｌｌｉ）

ｑｕｅｔｚａｌｌａｌｐｉｌｏｎｉ

中級 サ ンダル

上級 マン ト

同左

　同 左

　同 左

有 力 戦 士

（ｘｉｕｈｕｉｔｚｏｌｌ三）

ｔｅｍ ｉｌｌｏｔ１

サ ン ダ ル

中級 マ ン ト

骨 ，禾 ， 貝

鷲 ， オ ウ ム

戦 士

不 可

不 可

不 可 ・

木綿マ ン ト

土製，石製

不 可

平

不　　可

不　　可

不　　可

民

エネケ ン製マ ン ト

不 可

不 可

（ｍａｃｅｈｕａｌｔｉｎ）の ロ に はめ込 ま れ る の は緑 色 の石 （ｔｅｘｏｘｏｃｔｌｉ＞が黒 曜石 で あ っ た ［ＣＦ

ＩＩＩ：４３；Ｈ Ｇ　 ｌ９７５：２０５］。 ま た Ｃ６ｄｉｃｅ　Ｔｕｄｅｌａ［１９８０：ｆ‘）ｌｉｏ　５５－６０】と Ｃｏｄｅｘ　Ｍ ａｇｌｉａ－

ｂｅｃｈｉａｎｏ［１９７０：ｆｏｌｉｏ　６６－・７２］ に は ， 領 主 （ｃａｃｉｑｕｅ，　ｓｅｆｉｏｒ）・貴 族 （ｐｒｉｎｃｉｐａｌ＞， 平

民 （ｈｏｍｂｒｅ　ｃｏｍＵｎ）， 商 人 の埋 葬 の様 子 が 描 か れ て い るが ， 副葬 品 に明 確 な差 異 が

あ る。 死 者 の安 置 され る座 も， 領 主 は芦 で 織 られ た 王 座 （ｐｅｔｌａｔｌ－ｉｃｐａｌｌｉ）， 平 民 は背

もた れ な しの ゴザ ， 商人 は羽 毛 つ きの敷 物 とな って い る。 メ シカ大 領 主 の葬 式 の情 景

を描 いて い る Ｔｏｖａｒ ［１９７２：２８４－－２８７］や Ｄｕｒ６ｎ ［１９６７，　ＩＩ：１ａｍ　３６，４９］の さ し絵

で は， ケ ツア ル鳥 羽 毛 製 頭 飾 り， ひす いの首 飾 りが副 葬 され て い る。

　 ケ ツ アル鳥 羽 毛 （ｑｕｅｔｚａｌｌｉ）， ひ す い （ｃｈａｌｃｈｉｈｕｉｔｌ）は ； トル コ石 ， 腕輪 とと も に，

王 権 を指 示 す るメ タ フ ァ と して ， ｈｕｅｈｕｅｔｌａｔｏｌｌｉ とよ ばれ る古 くか らの講 話演 説 のな

か で言 及 され て い る ［ｃＦ　ｖＩ：４７，５７ｊＨＧ　ｌ９７５：３２２；ＧＡＲｃｉＡＱ餌 ＮＴＡＮＡ　１９８０］。

ま た， モ クテ スマ ＩＩＩ世 の 政 治改 革 声 明 に も同様 の趣 旨の 次 の よ うな文 言 が 登場 して い

る 。

　 「高級 な 宝石 も低 級 で 粗 末 な石 に混 れ ば， 劣 悪 に み え る よ う に，王 室 の血統 を もつ

人 も下 層 民 の な か で はみ す ぼ ら し くな る。 … 中 略 … 大 領 主 た ちの羽 毛 も， 平民 や そ

の 子弟 た ちが着 用 す れ ばみ ば え しな い。 そ して手 の 込 ん だ高級 な マ ン トや 下帯 が，

下層 民 の エ ネケ ンのマ ン トと異 な る よ う に，領 主 とそ うで な い 者 の 間 に は差 が あ る」

［Ｄ ｕＲＡＮ　 ｌ９６７，　ＩＩ：４０４］ｇ

　 （２） 戦 士 の 階 梯 と 「制 服 」

メ ン ドサ絵 文書 第 皿部 （以 下 ＣＭ 皿， 図１１）ｆｏｌｉｏ　６４，６５ は アス テカ の 戦 士 に与

９３０



捕虜 １人 捕 虜 ２人

ＣＨ ３，ＴＬ １

捕 虜 ３人

Ｔ Ｌ　，，　Ｔ３４

捕 虜 ４人

ＣＨ　ｌ，ＴＬ４

＜オ トミ ｏｔｏｍｉ＞

　 ＣＨ　７，ＴＬ８

 <cuachic> 

 CH  2,

捕虜 １人 捕虜２人 捕虜 ３人 捕虜４人 捕 虜 ５人

ＣＨ ．，，ＴＬｇ

捕 虜 ６人

ＣＨ ，，Ｔ Ｌ５

図 １１ メ ン ド サ 絵 文 書 ｆｏｌｉｏ ６４，６５ 記 載 の 戦 士 服
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え られ た楯 ，戦 士 服 ， マ ン ト， 頭飾 りな どが描 か れ て い る。戦 士 は戦 場 で 捕 虜 を一 人

つ か ま え る毎 に階 梯 を上 昇 して い く。 この戦 士 階級 の組 織 の実態 は Ｍ ｏｎｊａｒ６ｓ－Ｒｕｉｚ

［１９７６］や Ｐｉｈｏ ［１９７６］ の研 究 が あ る とは いえ ， サ ア グ ン の記 録 ［ＣＦ　 ＶＩＩＩ：７５－

７７，８７－８９］ と ＣＭ 皿 の記 載 が一 致 しな いな ど不 明 な 点 も多 い 。

　 若者 （ｔｅｌｐｏｃｈｔｌｉ）が並 の兵 士 （ｙａｏｑｕｉｚｑｕｉ）か ら戦 士 （ｔｉａｃａｕｈ）の階 梯 に昇 るに は ，

捕 虜 をつ か まえ る こ とが必 須 条件 で あ った 。捕 虜 をつ か ま え る とメ シカ大 領 主 か ら，

マ ン ト，下 帯 を下 賜 さ れ る と と もに ，束 ね て い た長 髪 を切 る こ とが で きた 。 捕 虜 ３人

を つ か ま え る と若 者頭 （ｔｅａｃｈｃａｕｈ）とな り， ４人 つ か ま え る と ｔｅｑｕｉｈｕａ の身 分 に な

る。 ｔｅｑｕｉｈｕａ は字 義 ど お りに は 「職 務 を もつ 人」 とい う意 味 で あ り， ア ステ カ社 会

の 支配 ・官 僚 機 構 の登 竜 門 に位 置す る身 分 で あ った。 頭 頂 部 に ｔｃｍｉｌｌｏｔ１とい う髪飾

りを結 びつ けて ，「鷲 の 家」 （ｃｕａｕｈｃａｌｌｉ） とい う戦 士 の館 に 出入 りで きた 。　ｔｅｑｕｉｈｕａ

よ り上 級 で は，戦 士 に特 化 して い く道 と，行 政 官 僚 機 構 の 階梯 を登 って い く道 と に分

岐 して い る２６）。 前 者 は ，ｏｔｏｍｉ，　ｃｕａｃｈｉｃ あ る いは 「ジ ャガ ー戦 士 団 」，「ワ シ戦 士 団」

表６ 戦 士 階 級 の 「制 服」

位 階

捕虜　１　人

２　 人

３　 人

４　 人

５　 人

６　 人

 ticocyahuficatl 

 huitznahuatl 

tlacochcalcatl 

 tlacateccatl

衣 類

ａ Ｃ

花柄マ ン ト

黄 色 マ ン ト

　 （Ｔ２０）

巻 貝 マ ン ト

　 （Ｔ３４）

２分 マ ン ト

黄 色 マ ン ト
サ ソ リマ ン ト

赤 下 帯
多 色 下 帯

赤色格子マ ン ト
２分 マ ン ト

杯 型縞縁

黄 色縞縁

　 Ｔ３４

赤色眼玉縁

楯

ａ

竹 製

ＣＨ３

木 製

ＣＨｌ

ＣＨ７

ＣＨ２

ｂ

木 製

ｉｈｕｉｔｅｔｅｙｏ

多 色

渦 巻

ＣＨ４

ＣＨ１

 

•  CH2 

 CHi 

ihuiteyo 

 CH5

戦 士 服

ａ ｂ

胴 着

ＴＬ１

ＴＬ３

ＴＬ４

ＴＩ．８

旗飾り

胴 着

ＴＬＩＩ

旗飾り

ＴＩ．ｌ

ＴＬｇ

ＴＬｓ

旗飾 り

旗飾 り

ＴＬ６

ＴＬ７

ａ：ＣＭ 皿 ６４，　 ｂ：ＣＭ 皿 ６５，　 ｃ：ＣＦ粗

Ｔｎ，　ＣＨｎ，皿 ｎ は， それ ぞ れ 図 ３， ５， ６に 対応 。

２６）ただ し，後者 の場合，戦士 としての肩書を喪失す る訳ではな く，戦場には華麗 な 「制服」で

　参加 した ［ＲＯＵＮＤｓ　 ｌ９７７］。
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と よ ばれ る戦 士 団 と して編 成 され て いた ２７）。

　 これ らの戦 士 階級 で はそ の 位 階 ・武 勲 に応 じて，メ シカ大 領主 か ら，諸 種 の 「制服 」

を下 賜 され ， 特権 を与 え られ る。 表 ６は ，．ＣＭ 皿 とサ ア グ ンの 記 録 に よ って ，戦 士

に与 え られ る 「制 服 」 な どを 整 理 した もの で あ る。 ＣＭ 皿 の場 合 ， ２つ の系 列 が あ

り， 一 方 の系 列 には ， ｔｅｍｉｌｌｏｔ１とい う髭 ， 他 の系 列 で は， 耳 と頬 が 赤 く塗 られ ると

い う示 差 性 が あ るが ， これ が 何 を 意 味 す るか は不 明 で あ る。 ま た ＣＭ 皿 の注 記 は ，

他 の年 代 記 と矛盾 す る点 も多 い 。 ま た ，捕 虜 の評 価 が ， 隣接 す る敵 国 トラス カ ラ， ウ

エ シ ョチ ン コ， ア ト リス コ と い う　「花 戦 争 ２８）」 （ｘｏｃｈｉｙａｏｙｏｔ１）の 舞ｉ台 で捕 え た もの

と ワス テ カ地 方 で 捕 え た もの で は大 い に 異 な った２９）。 捕 虜 の ラ ンク差 は ＣＭ 皿 で

の衣 裳 の差 か らわ か る。 表 ６に か か げ た 「制 服 」類 の大 半 は 「貢 納 表 」 に記 載 され て

い る。

　 　 （３） 役 職 者 の 「制 服 」

　 ｔｅｑｕｉｈｕａ にな った もの のな か か ら， メ シカ 大領 主 の 統 治機 構 の なか で 役職 を もつ

もの が え らばれ る。 行 政執 行 官 （ａｃｈｃａｃａｕｈｔｉｎ） は平 民 出 身者 で 占 め られ るが ， 「判

事 」 （ｔｅｃｕｔｌａｔｏｑｕｅ） は大部 分 が貴 族 出身者 で 占 め られ た ［ＣＡＲＲＡｓｃｏ　 ｌ９６１］。 そ し

て ， も っと も上位 の役 職 者 は ， 最 高 審議 会 （ｔｌａｔｏｃａｎ） を 構 成 す るメ シカ大 領 主 の 一

族 に属 す る貴 族 が独 占 して い た 。 ＣＭ 皿 の ｆｏｌｉｏ　６５～６７ （図１２） に は ， これ らの 役

職 者 の 「制服 」 が え がか れ て い る。

　 行 政執 行 官 は大 部 分 が ，木 綿 製 胴着 とい ういで た ちで あ る。 ア ステ カの 官僚 体 制 の

中級 ま た は上 級 の 役 職者 は， 「制 服 」 あ るい は戦 士 服 の姿 で描 か れて い る。 軍 事 部 門

の統 轄 責 任 者 ｔｌａｃａｔ６ｃｃａｔｌは平 民 出身 ，　ｔｌａｃｏｃｈｃａｌｃａｔｌは貴 族 出身 の もの が任 官 さ れ

た ら しい が ［ＰＩＨｏ　 １９７２］， 前 者 は ｑｕａｘｏｌｏｔ１とい う戦 士服 と ｔｅｏｃｕｉｔｌａｘａｐｏｃｈｉｍａｌｌｉ

とい う楯 ，後 者 は ｔｚｉｔｚｉｍｉｔｌとい う戦 士 服 ，ｑｕｅｔｚａｌｐａｍｉｔｌとい う旗 飾 りと ｉｈｕｔｅｔｅｙｏ－

ｃｈｉｍａｌｌｉ とい う楯 を も って い る。 かれ らよ り や や劣 る地 位 に あ った ｈｕｉｔｚｎゑｈｕａｔｌ，

ｔｉｃｏｃｉａｈｕａｃａｔｌは， 頭 飾 りを もた ず 旗飾 り （ｐａｍｉｔｌ）と楯 を も って い る。

　 この戦 争 時 の衣 裳 を着 た ４役 職 は，他 の ６役 職 と と もに ，非 戦 争 時 の 「制服 」 姿 で

も描 か れ て い る。 ｔｌａｃａｔ６ｃｃａｔｌ，　ｔｌａｃｏｃｈｃａｌｃａｔｌ，　ｔｅｚｃａｃｏａｃａｔｌ，　ｔｉｃｏｃｉａｈｕａｃａｔｌ，　ｔｏｃｕｉｌｔ－

２７）ＣＭ　Ｍ　ｆｏｌｉｏ　６４には，　ｏｔｏｍｉ（図９－５） と ｃｕａｃｈｉｃ（図９－６）が描かれてい るが，　ｏｔｏｍｆの特徴

　 的な耳を出 した短髪刈 り上 げスタイル ［ＤｕＲＡＮ　ｌ　９６７，　ＩＩ：２８４，３１０］は，　ＣＭ 皿 で は ｃｕａｃｈｉｃ

　 にあらわれて いる。

２８）「花戦争」は征服 のための戦争でな く， 戦士 の訓練， 捕 虜 の確 保 の た め の も ので あった

　 ［ＶＩＮｃｏｕＲＴ　　ｌ　９６６：１０１－１２４；ＨＩｃＫｓ　 ｌ９７９］０

２９）ｔｅｑｕｉｈｕａ以上 に昇進するには，ワステカや ミステカの捕虜 を１０人以上捕えて もだめであ り，

　 必ず 「花戦争」 の舞台で捕 えなければならなか った ［ＣＦ　ＶＩＩＩ：７７】。

８３３
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図１２ メ シ カ 役 職 者 の 「制 服」 と 戦 士 服
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ｅｃａｔｌの ５役 職 は ， ケ ツ ア ル羽 毛 髪 バ ン ド （ｑｕｅｔｚａｌｌａｌｐｉｌｏｎｉ）， 唇 飾 りを つ け て い る

ことか ら，他 の ５役 職 よ り上 の地 位 にあ った といえ よ う。 この こ とは， 着 用 して い る

マ ン トの 縁 や柄 か らも知 る こ とが で き る。 下位 の ５役 職 の マ ン トは縁 取 り はあ る もの

の柄 や モ チー フ もな く， 単 色 の地 で しか な い 。

　 　 （４） 「貢 納 表 」， Ｃ Ｍ 皿 ， サ ア グ ン の 記 録 の 比 較

　 サ ァ グ ンの 記 録 の第 ８巻 には ，領 主 ・貴 族 の 衣類 ，踊 りの場 合 の装 身 具 類 ，戦 争 時

の衣 裳 ，女 性 の 衣 裳 が 詳述 され て い る。 これ を ， 「貢 納 表 」 の衣 類 ・武 具 類 ・装 身 具

類 ， あ るい は ＣＭ 皿 の戦 士 ・役 職者 の衣 裳 と比 較 す る こ とに よ り， 「貢 納 表 」 に記

載 され た威 信 財 の 分 配先 を 同定 す る こ とが で き る。 サ ア グ ンの記 録 と して は ， マ ド リ

ッ ド歴 史 アカ デ ミー 絵 文 書 （Ｃ６ｄｉｃｅ　Ｍ ａｔｒｉｔｅｎｓｅ　ｄｅ　ｔａ　Ａｃａｄｅｍｉａ　ｄｅ　ｌａ　Ｈｉｓｔｏｒｉａ ．以下

ＣＭ Ａ） と フ ロー レ ンス絵 文 書 （Ｃｏ’ｄｉｃｅ　Ｆｌｏｒｅｎｔｉｎｏ，以 下 ＣＦ） お よ び 『新 ス ペ イ ン事 物

総 誌 』 （以下 ＨＧ） が残 って い る が，相 互 に若 干 の 相 異 が あ る。

　 領 主 ・貴 族 の 衣 服 と して は ，マ ン トが ＣＭ Ａ で は５７種 （ｆ‘）ｌｉｏ　６）と３８種 （ｆｏｌｉｏ　５５），

ＣＦ で は５４種 ，　Ｈ Ｇ で は１１種 が記 載 さ れ て い る。 これ らの重 複 を除 け ば， マ ン トは８３

種 とな る。 一 方 ， 下 帯 と して は ＣＭ Ａ が１３種 （ｆｏｌｉｏ　５） と ９種 （ｆ（）ｌｉｏ　５５），　ＣＦ が １３種

を あ げ て い る。 重 複 を除 くと２２種 とな る。 サ ア グ ンの記 載 して い る領主 ・貴族 用 マ ン

トの な か に は， 「貢 納 表 」 の なか で ， 眼 玉模 様 あ る いは 羽 毛 の縁 を も ち， 特 定 の シ ン

ボル を柄 に した マ ン トは， す べ て 含 ま れて い る。 同 様 の こ とは ，ＣＭ 皿 の上 級 役 職

者 ５名 のマ ン トにつ いて もい え る。

　 踊 りの時 に領 主 が着 用 す る衣 裳 と して， ＣＭ Ａ は３８種 （ｆｏｌｉｏ　７） と１４種 （ｆｏｌｉｏ　５６），

ＣＦ は３７種 が記 載 され て い るが ，重 複 を 除 く と４１種 とな る。 この うち， ケ ツア ル 羽毛

製 髪 バ ン ド， 唇 飾 り，緑 色 ひす い製首 飾 りは 「貢 納 表」 に記 載 され た装 身具 で あ り，

前 ２者 は ＣＭ 皿 に も記 載 され て い る。

　 戦 争 時 の衣 裳 と して は ， ＣＭ Ａ は図 像 と テ キス トで若 干 異 な った ものを 記 載 して い

る。 図 像 （ｆｏｌｉｏ　７２－８０）で は ６名 の戦 士 像 と，６１種 の衣 裳 （楯１２種 ，戦 士 服４７種 ， 装

身 具 ２種） が描 かれ て い る。 テ キス ト （ｆｏｌｉｏ　６８－６９）で は領 主 ・貴 族 層 と戦 士 （ｔｉｙａ－

ｃａｃａｕａ）層 とが区 別 され ，前 者 で は４０種 （楯 ７種 ，戦 士 服 ２４種 ，装 身 具 ８種 ， 武 器 １

種 ）， 後 者 で は５０種 （楯 ６種 ，戦 士 服 ３２種 ， 装 身 具 ６種 ，武 器 ６種） の衣 裳 が記 載 さ

れ て い る３０）。 そ して ， そ れ ぞ れ ３名 の戦 士 の衣 裳 の 記述 が加 え られて い る。 ＣＦ で は

３２種 （楯 ３種 ， 戦 士服 ２６種 ，装 身 具 ３種 ） が記 載 され て い る。 これ らを 整 理 す る と，

３０）領主 ・貴族層と戦士層の衣裳の差 は，楯 の場合，羽毛製の垂飾 りや金 板モザ イクの有無，戦

　士服 の場合，ケツアル羽毛 の有無 ，装身具の場合，金，ひすいの有無な どにあ らわれて いる。
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楯２１種 ，戦 士 服８０種 ，装 身 具 １５種 ，武 器 ６種 とな る。

　 ＣＭ 皿 で 戦 士 の 携 え て い る 楯 １１種 の うち ６種 ， 「貢 納 表」 の 楯 の うち ３種 が ，

サ ア グ ンの記 録 に記 載 され て い る。 戦 士 服 で は， 「貢 納 表 」 で分 類 した１２種 の戦 士 服

は， す べ て サ ア グ ンの 記録 に含 まれ て い る。 サ ア グ ンの記 録 で は ，各 タ イ プ の戦 士服

に色 彩 に よ る数 種 の 変異 が記 載 され て い る が， 「貢 納表 」 にお け る 色 彩 の変 異 と必 ず

しも一 致 は して い な い３１）。 また ， 「貢 納 表」 に 記 載 がな く， サ ア グ ンの記 録 ，ＣＭ 皿

に は記載 さ れて い る諸 種 の旗 飾 り （ｐａｍｉｔｌ）や 背 負 い 飾 り類 な ど は， メ シカ大 領 主 お

抱 え の 羽毛 細 工 師 に よ って製 造 され た と推定 で き る。

　 表 ７は ，「貢 納 表 」 に記載 され た柄 物 マ ン ト， 楯 ， 戦 士服 の うち， 着 用者 の社 会 的

地 位 身 分 の判 明 しえ た もの を示 して い る。 これ らの威 信 財 は ， ア ス テカ 社会 の外 部 と

も交 換 され て い る。 そ れ は独 立 ・敵 対 領 主 国 の領 主 た ちへ の贈 物 と して で あ る。遠 隔

地 で あ る地 峡部 の領 主 た ち には ， ポ チテ カ を 媒 介 と して ， ２種 の マ ン トが贈 られ た

［ＣＦ　 ＩＸ ：８，１７］。　 トラス カ ラ， ウエ シ ョチ ン コ， メス テ ィ トラ ン， メチ ョア カ ン

表７　貢納表記載 「衣裳」の分配される社会階層

衣類

Ｑ ｌ

Ｍ ｌ

Ｍ ２

Ｈ３

Ｔ１５

Ｔ ？

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

若者 （ｔｅｌｐｏｃｈｔｌｉ），歌舞師，大工，石
工，絵師，羽毛細工 師，金属細工師，

宝石細工師

戦士 １

戦士 １， ポチテカ首長

「王の衣裳」

大領主

戦士 Ｖ

戦士 Ｈ，大領主

戦士ＩＶ

「王の衣裳」， ポチテカ首長

大領主

「王の衣裳」

戦士 皿，ｔｌａｃｏｃｈｃａｌｃａｔｌ，大領主

楯

ＣＨｌ

ＣＨ２

ＣＨ３

ＣＨ４

ＣＨ５

ＣＨ？

戦 士 ＩＶ，　 Ｖ［，　ｈｕｉｔｚｎａｈｕａｔｌ

ｃｕａｃｈｉｃ，　ｔｉｃｏｃｙａｈｕａｃａｔｌ

戦 士 ロ

戦 士 Ｖ

ｔｌａｃａｔ６ｃｃａｔｌ

ｏｔｏｍ ｉ

戦士服

ＴＬＩ

ＴＬ３

ＴＬ４

ＴＬ

ＴＬ

ＴＬ

ＴＬ

ＴＬ

ＴＬ１１

戦 士 ｆｉ

戦士 皿， タ ラスカ 領 主

戦 士 Ｗ， ヨ ピチ ンコ領主

戦士 ｗ

ｔｌａｃｏｃｈｃａｌｃａｔｌ， メス テ ィ トラ ン領主

ｔｌａＣａｔ６ＣＣａｔｌ， トラス カ ラ領 主

ｏｔｏｍｉ

戦士 Ｖ

戦士 ｌｌ， ウエ シ ョチ ン コ領 主

Ｑ ｎ，　Ｍ 、，　Ｈ。，　Ｔ。，　ＣＨ。，　ＴＬ。は ， 図 ３， ５， ６に 対応

戦士 １～ＶＩは ＣＭ 皿 の位 階 に対応

３１） た とえ ば ， コ ヨー テ 型戦 士 服 の場 合 ， サ ア グ ンの 記録 で は ，黄 ， 青 ，紫 ， 白 （以 上 領主 ・貴

　 族 層）， 暗赤 色 ， 黒 ， 炎色 （以 上戦 士 層 ） の ７色 が あ るが ， 「貢 納 表 」で は黄 色 の コ ヨー テ しか

　 な い 。
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（タ ラス カ）， ヨピチ ン コな ど敵対 領 主 ３２）に対 して は， か れ らを招 待 した祭 式 （即 位

式 ，建 築 落成 式 な ど） にお い て，柄 物 マ ン ト，楯 ，戦 士服 が贈 与 され た ［ＴＥｚｏｚ６Ｍｏｃ

１９７５：５９５，６２１，６２８－６２９］。

２．　 威信財再分配の場と しての祭式

　 メ シカ大 領 主 の も とに集 荷 され た威 信 財 と して の衣 類 ，武 具類 ，装 身 具 類 は ， ど の

よ うな社 会 的 場 にお い て再 分 配 さ れ ， そ の場 に参 加 したの は い か な る社 会 集 団 で あ っ

た の だ ろ うか。 そ の一 端 は， 前節 ま で に若 干紹 介 も して きた 。年 代 記 な ど にお い て は ，

歴 代諸 王 の葬 儀 ，即 位 式 ，神殿 着 工 落 成 式 な ど にお い て大 量 の威 信 財 が， 招 待 者 ，参

加者 に分 配 され て い た こ とが語 られ て い る。 そ して ， これ らの行 事 に欠 くこ とが で き

な い の が ，人 身犠 牲 とな る戦 争捕 虜 で あ る。 メ シカ に とって戦 争 とは，神 々へ の 贈物

で あ る捕 虜 を 確保 す る手 段 で あ る と とも に，支 配 者 層 に再 分 配 され る諸 種 の威 信 財 ，

生存 財 とを確 保 す る とい う 「生 産活 動 」 で あ り，最 も重 要 な 職務 で あ った。 戦 争 時 の

功績 に 対 す る メ シ カ大 領 主 か らの威 信 財 再 分 配 につ い て は， 前 節（２）で紹 介 した 。

　本 節 で は ，年 代 記 で は 明示 的 に言 及 され な い メ シカ の祭 式 と い う社 会 的 場 に おけ る

威信 財 再 分 配 を 中 心 に分 析 をお こな う。

　　 （１） 祭 式 と 貢 納

　 アス テ カ社 会 で は，２０日を ひ と月 とす る１８ケ 月 の 各月 に， 様 々な祭 式 が挙 行 され た 。

各 月 の祭 式 に つ いて は， サ ア グ ンの 記 録 ［ＣＦ　 ＩＩ］ に詳細 な記 述 が あ る。 これ を 手

際 よ く構 造 分 析 した Ｃａｒｒａｓｃｏ ［１９７９ａ］や Ｂｒｏｄａ ［１９７６］の研 究 に よ る と，年 祭 の う

ち ６つ の もの が貢 納 期 と対応 して い る。

　 この ６つ の貢 納 期 は， サ ア グ ンの 記 録 か らで は な く，他 の史 料 か ら推定 さ れ た もの

で あ る。 そ の ひ とつ が チマ ル ポ ポ カ絵 文書 で あ る。 これ は三 都 市 同 盟 の ひ とつ テス コ

コの貢 納 期 を 記 して お り， そ れ に よ る と ６つ の年 祭 の時期 に柄 物 マ ン ト，下 帯 ，女 性

用衣 類 が貢 納 され た とい う ［Ｃｏ’ｄｉｃｅ　ＣｈｉｍａｉｐｏＰｏｃａ　 ｌ９７５：６４］。 しか し メ シ カ大 領 主

モ ク テ スマ ［［世 へ の貢 納 に関 す る１５５４年 の調 書 で は ， ５つ の年 祭 が貢 納期 とな って い

る ［ＳｃＨｏＬＥｓ　ａｎｄ　ＡＤＡＭｓ　 ｌ９５７：１４－１５，３０－３２］。 この ２つ の史 料 の重 複分 を 除 け

ば ７つ の年 祭 が貢 納期 と対 応 した と解 釈 す る こ と もで き る。先 ス ペ イ ン期 の メ キ シコ

中央 高 原 に おい て は 「８０日毎 」 に貢 納 す るの が 一般 的 で あ った が ， これ はあ くま で貢

納 す る側 か らの 評 価 で あ り， 数 多 くの貢 納 プ エ ブ ロを支 配 下 にお い て いた メ シカ大 領

３２）独 立 ・敵 対 領主 国 につ いて は ，Ｄａｖｉｅｓ［１９６８］の 研 究 が詳 しい 。
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表８　年祭における貢納と威信財再分配

順

Ｈ

年 祭 名

Ｔｌａｃａｘｉｐｅｈｕａｌｉｚｔｌｉ

（人 間 の 皮 は ぎ ）

Ｅｔｚａｌｃｕａｌｉｚｔｌｉ

（トゥモ ロ コ シ ・豆 食 ）

Ｔｅｃｕｉｌｈｕｉｔｏｎｔｌｉ

（領 主 の 小 祭 ）

Ｈｕｅｙ　Ｔｅｃｕｉｌｈｕｉｔｌ

　 （領主 の大 祭 ）

　 Ｏｃｈｐａｎｉｚｔｌｉ

　 （掃 き清 め ）

　 （Ｚｕｅｃｈｏｌｌｉ

（フ ラ ミ ン ゴ ）

Ｐａｎｑｕｅｔｚａｌｉｚｔｌｉ

（旗 の 掲 揚 ）

西暦との
対 応

３月 ６日～

　 　 ２５日

５月 ２５日～

　６月 １３日

６月 １４日～

　 ７月 ３月

７月 ４ 日～

　 　 ２３日

９月 ２日～

　 　 ２１日

１１月 １日～

　 　 ２０日

１１月 ２１日～

　１２月 １０日

農 耕 暦

雨季 開始
播　　　種

トウモロコシ
欠乏期

雨 季 終 了
トウモ ロコシ

収穫開始

貢 納

有

有（捕虜）

有

有

有

有

有

衣裳分配

有

？

有

有

有

有

有

宴 ， 会

敵　国領主も

　？

領 主
～平民

領 主
～平民

　 ？

有

敵 国
領主も

王の 関与

水 神 儀 礼

分 配領
主 ・平民招宴

踊 りに 参 加

同 　上

同 上

儀 礼 的 狩 猟
貴 族 招 宴

分　　　　 配
ウィチロポチト
リ供儀

主側 の立 場 に立 つ な らいず れ の年 祭 に も貢 納 品 が納 入 さ れて い た と考 え る こ と もで き

よ う。

　 表 ８は ，貢 納 期 と対 応 す る年 祭 に お いて ，王 権 ， 貴族 ・戦 士 階 層 が い か な る関 与 を

して い たか を ，威 信財 の 再 分配 と い う側 面 を 中 心 に して整 理 した もの で あ る３３）。 貴

族 ・戦 士 階 層 に 「制服 」 た る 「衣 裳 」 が分 配 され るの は ６つ の 年祭 で あ り，そ の う ち，

Ｔｌａｃａｘｉｐｅｈｕａｌｉｚｔｌｉ，　Ｈｕｅｙ　Ｔｅｃｕｉｌｈｕｉｔｌ，　Ｐａｎｑｕｅｔｚａｌｉｚｔｌｉの ３つ の年 祭 で は， 敵 国 の

領 主 ま で招 待 され ，衣 裳 な どを 贈 与 され て いた ［ＤｕＲＡＮ　 ｌ９６７，　ＩＩ：４１６］。

　 アス テ カ に お け る祭 式 は年 祭 だ けで な い。 王 の 葬 儀 と即位 ，神 殿 落 成 な ど で も大 規

模 な祭 式 が挙 行 され て い る。 これ らの祭 式 に お いて も， メ シカ大 領 主 は服属 プ エ ブ ロ

か ら大 量 の貢 納 品 を徴 発 して い た。 １４８７年 の大 神 殿 落 成 式 に は ，３０を越 え る民 族 集 団

が金 ，宝石 ，装 身 具 ，羽 毛 飾 り，マ ン ト類 な どの威 信 財 を携 え て 参 加 した３４》。 この貢

納 品 は祭 式 を 執行 す る神 官 と，領 主 ・貴 族層 の着 用 す る 「衣 裳 」 を作 製 す る工 芸 人 た

ちに配 分 され て い る ［ＤｕＲＡＮ　 １９６７，　ＩＩ：３４１］。 この神 殿 落 成 式 には ， 敵 国 の領 主

た ち も招 待 され ，装 飾 にみ ちた楯 ，戦 士 服 ， マ ン ト，下 帯 や 金製 の王 冠 ，耳 飾 り，鼻

３３）各月の西暦 との対応については，諸説あるが，本稿では Ｃａｒｒａｓｃｏ［１９７９ａ］に従 って お くこ

　 とに した。

３４）この神殿落成式に参加 した民族集団の分布 について は，拙稿 ［小林　 １９７５：１５０－１６３］を参照

　 されたい。
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飾 り，唇 飾 り， 腕輪 ，足 飾 り， ジ ャガ ー と ピュ ーマ皮 製 の は き物 と， 家 臣 た ちへ の分

配 用 と して一 荷 の マ ン トが 贈 られ た ［ＤｕＲＡＮ　 Ｉ９６７，　ＩＩ：３４５】。 ま た神 殿 工 事 や 落成

式 に関 与 した職 人 た ち に各 職 分 に応 じて マ ン ト と 下 帯 が 分 配 され て い る。 そ れ は，

「市 （ｃｉｕｄａｄ）の手 足 とな り３５）」， 大 領 主 を支 え て くれ た 職人 た ちの サ ー ビス に対 す る

報 賞 で あ った ［ＤｕＲＡＮ　 ｌ９６７，　ＩＩ：３４７］。 同様 の事 例 は， モ ク テス マ Ｈ世 時 の コア ト

ラ ン神殿 の落 成 式 で もみ られ る ［ＴＥｚｏｚ６Ｍｏｃ　 １９７５：６２７－６３１］。

　 祭 式 な どで再 分 配 され る貢 納 品 は， メ シカ の守 護 神 ウ ィチ ロポ チ トリの収 穫 物 で あ

る。 この 認 識 は ， メ シカの支 配 階 層 に共 有 され て い た よ うで あ る。 メ シカ大領 主 の補

佐 役 シワ コ ァ トル が ，近 隣…の 同盟 領 主 ， メ シカ の領 主 ・貴 族 ，戦 士 階 層 に 「衣 裳 」 を

分 配 す る際 に お こな った 演説 に そ の こ とは示 さ れ て い る ［ＴＥｚｏｚ６Ｍｏｃ　 １９７５：４７３］。

　　 （２） 祭 式 に お け る社 会 関 係 の 表 出

　 メ シカ大 領 主 が 関与 す る年祭 に対 し，貴 族 ， 戦 士層 と平 民 とが 参加 す る態 度 は同 一

で は な い。 そ の一 例 と して ，Ｈ ｕｅｙ　Ｔｅｃｕｉｌｈｕｉｔｌ（７月 ４日一２３日）の月 に挙 行 され た

「領 主 の大 祭 」 の様 子 を分 析 して み よ う。

　 この年 祭 が挙 行 され る ７月 は， トウモ ロ コ シの欠 乏 期 で あ り ，平 民 た ち に と って は，

トウモ ロ コ シの神 Ｘｉｌｏｎｅｎ へ の儀 式 執 行 が 最 大 の 関 心事 で あ った ３６）。 これ に対 し，

メ シカ大 領 主 は， 平 民 に 対 す る食 事 の配 給 ・招 宴 を 「領 主 の大 祭 」 に先 立 つ ７日間 に

お こな う ［ＣＦ　 ＩＩ：９１］。この招 宴 に は，メ キ シ コ盆 地 全 域 の貧 民 や農 民 が参 集 し，ひ

と りの平 民 あ た り １日２０個 の タマ ー レ （ｔａｍ ａｌｅ）と １杯 の ア トー レ （ａｔｏｌｅ）３７） が分 配

され た とい う ［Ｇ６ＭＥｚ　ＤＥ　ＯＲｏｚｃｏ　 １９４５：４５］。 一 方 ，「領 主 の大 祭 」 の 期 間 中 の戦

士 階 層 に対 す るカ カ オ， ピノ ー リ （ｐｉｎｏｌｌｉ）３８）， プ ル ケ 酒 な ど の特権 的食 品 の提 供 は ，

メ シコの 各街 区 （ｂａｒｒｉｏ）や チ ャル コ， シ ョチ ミル コ， テバ ネ カ 地 区 に課 せ られ て い

る。 それ は， 「戦 争 の遂 行 と敵 か らの祖 国 防衛 」 とい う職務 で の戦 士 階 層 の功 績 に対

す る平 民 か らの報 酬 と謝 意 の 表現 で あ った ［ＤｕＲＡＮ　 １９６７，　Ｉ　Ｉ：１２９，２６７］。

３５） 「市 （ｃｉｕｄａｄ）の 手足 とな り」 とい う表現 は， 領 主 （支 配 者 ） の 「市 の 心臓 」 （ｙｏｌｌｏ　ｉｎ　ａｔｌ　ｉｎ

　 ｔｅｐｅｔｌ） とい う表現 に 対 比 され るべ き もの で あ ろ う ［ＣＦ　ＶＩ＝４７；ＧＡＲＩＢＡＹ　 ｌ９４３；ＢＡｕＤｏＴ

　 ｌ９７８；Ｌ６ｐＥｚ　ＡｕｓＴＩＮ　 ｌ９８０，　Ｉ　Ｉ：４４７－４５５］。

３６）毎 年 ７月 にお こな う祭 式 だ けで な く， ８年 に一 度 Ａｔｌａｍａｌｃｕａｌｉｚｔｌｉとよ ばれ る トウモ ロ コ シ

　 の活 力 再生 の祭 式 も，Ｈｕｅｙ　Ｔｅｃｕｉｌｈｕｉｔｌの月 に挙 行 さ れ た ［ＤｕＲＡＮ　 ｌ９６７，１：６６，６７，２６５，

　 ２６６；ＣＦ　　ＩＩ：１６３－１６４］０

３７） タマ ー レは， トウモ ロ コ シ粉 を 練 り蒸 した モ チ状 の 食物 ， ア トー レは， トウモ ロ コ シ粉 を 湯

　 に といた 飲 み物 で あ る 。

３８） 「心 臓 ， 血 」 （ｙｏｌｌｏｔｉ　ｅｚｔｌｉ）とい うメ タ フ ァで指 示 さ れ る カ カオ は ， 領 主 ，貴 族 ，有 力戦 士 の

　 み が飲 用 を 許 され て い た ［ＨＧ　 １９７５：４２３；ＤｕＲＡＮＤ－ＦｏＲＥｓＴ　 １９６７］。 ピノ ー レは ， トウモ ロ

　 コ シ粉 を妙 った もの も さす が， こ こで はチ ァ （ｃｈｆａ，　Ｓａｌｖｉａ　ｓＰ．）の 粉 を意 味 す る 。
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　 これ は一 見 す る と政 治 ・経 済 的 互 酬 性 の 表 出 の よ うで あ るが ，祭 式 にお い て強 調 さ

れ るの は支 配 一 従 属 関係 に も とつ い た序 列 関係 に ほか な らな い。 「領 主 の大 祭 」 で は，

様 々な位 階 に属 す る戦 士 た ち だ けで な く，貴 族 や領 主 も歌 舞 に興 じた とい う。 しか し，

歌 舞ｉに対 す る 関与 の仕 方 も， そ の 「衣 裳 」 と同様 に差 異 ，序 列 性 を も って い た。 メ シ

カ大 領主 は ， 自 己 の意志 で踊 りに参 加 ・不参 加 を決 め る こ とがで きた が ，戦 士 た ち は

手 を 取 りあ って 踊 りの 隊列 か らはみ で る こ とはで きな か った。 貴 族 は戦士 の よ うな 踊

りの 隊列 を 組 む こ とな く， 自由 な 場所 で踊 れ た と い う ［ＣＦ　 ＩＩ：９３］。

　 祭 式 の場 で ， メ シカ 大領 主 が 「衣 裳 」 を 貴 族 ，戦 士 層 に 分 配 す る様 子 は ， Ｈｕｅｙ

Ｔｅｃｕｉｌｈｕｉｔｌ の 年 祭 の 場 合 不 明 だ が ，　Ｏｃｈｐａｎｉｚｔｌｉ（９月 ２日 一 ２１日） の記 述 ［ＣＦ

ＩＩ：１１４－１１７］か ら推 測 で き る。 戦 士 た ちは ， 位 階 に従 って整 列 した 型 で モ クテ ス マ

ｌｌ世 の前 に並 び， 立 った ま まで 挨 拶 を お こな う。 鷲 の羽 毛敷 とジ ャガ ー 皮 の背 もたれ

で 出来 た王 座 の 前 に置 か れ て いた 「衣裳 」を，戦 士 た ち は立 った ま ま贈 物 （ｎｅｔｌａｕｈｔｉｌｌｉ）

と して受 け と る３９）。 職 務 に 対 す る報 酬 （ｐａｔｉｕｈｔｌｉ＞で あ る 「衣 裳 」 を ま と った戦 士 達

は 「手 振 踊 り」 （ｎｅｍａｔｌａｘｏ）を お こな う。一 方 ，貴 族 た ちは 翌朝 ，金 や ケ ツア ル羽 毛

で飾 られた 「衣裳 」 を太 陽光 に輝 か せ な が ら，モ クテ ス マ と とも に 「手 振踊 り」 を お

こな って いた 。

　 以 上 の例 か ら， 大 領 主 と領 主 ・貴族 そ して 戦 士層 との社 会 的 関係 は ， 「衣 裳 」 の序

列 だ け でな く， 祭 式 で の 立 ち振 舞 ま で 規定 して い た こ とが わ か る。 威 信 財 で あ る

「衣 裳 」 の再 分 配 の場 で あ る祭 式 は ， ア ス テ カの 社 会 的 階 層 構 造 が よ り明示 的 に顕

現 す る場 で あ り， そ の構 造 を 強化 確 認 す る イデ オ ロギ ー 装 置 で もあ った ［ＢＥＲＤＡＮ

ｌ９７８ｂ；ＢＲｏＤＡ　　ｌ９７８ｂ］。

３．　 平民への再分配 と王権

　前節までの記述から，アステカ社会においてメシカ大領主は，貢納，遠隔地交易な

どにより威信財を集荷 し，それを再分配する役割をもっていたことは十分判明したで

あろう。王権は単に経済的な意味での財の分配にとどま らず，祭式という場で，政治

的な支配 ・従属関係を確認させるという演出者の役割をもはた していた。そのために

は，王権は，支配される人々を統制するだけではなく，かれらに気前よさを発揮せね

ばならなかった。

　　 （１） 歌舞 ・娯 楽 に おけ る再分 配

　サアグンの記録は，領主に課せられた職務 （ｔｅｑｕｉｏｔｌ）のひとつに，歌舞ｉと娯楽をあ

３９）戦士でも下級のものには 「ワステカ様式」の 「衣裳」が与えられている。
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げ て い る ［ＣＦ　Ｖ ＩＩＩ：５１－５９］。 歌 舞ｉに対 す る王権 の 関与 は前 節 で も若 干 なが ら紹 介

した。 領 主 が踊 り （ｍａｃｅｈｕａｌｉｚｔｌｉ）４０）とい う歓 び の行 事 （ｐａｐａｑｕｉｌｉｚｔｌｉ）に 関，Ｏ・を払

った理 由 と して は，領 主 ，貴 族 ， 戦 士 お よ び平 民 を 慰 安 し励 す た め と しか サ ア グ ンの

記 録 は のべ て いな い。 歌 舞ｉの た め に は楽 器 の 演奏 者 や 歌 手 （ｃｕｉｃａｎｉｍｅ） を 召 集 す る

だ けで は な く， それ に参 加 す る人 々が ま と う 「衣 裳 」 や 食 事 を 調達 し，位 階 に 応 じて

配 分 す る とい う職 務 が あ る。 この職 務 の 具体 的 な分 担 は， 官僚 に委 ね られ た が ，主 催

者 と して の王 権 に期 待 され る もの は多 か った で あ ろ う。

　 王権 が 関与 す る娯 楽 と して は ， ペ ロー タ球 技 （ｕｌｌａｍａｌｏｎｉ）４１）とバ トー リ （ｐａｔｏｌｌｉ）

が あ げ られ て い る。 ペ ロ ータ 球 技 で は， 領 主 同 士 が 自 らの財 を 提 供 して ，一 種 の賭 け

を お こ な って い た 。 賭 け られ た の は ， 高 級 な マ ン ト， ア ヒル 羽毛 マ ン ト， 高 級 な下

帯 ，緑 ひす い製 唇 飾 り，金 製 耳 飾 り，緑 ひす い製首 飾 り，金 製 首 飾 り，緑 ひす い製 腕

輪 な ど の威 信 財 で あ った４２）。 平 民 は ， 古 いマ ン トを勝 者 とみ な した 側 に 置 き ， も し

そ の側 の球 技 者 が勝 つ と相 手 側 の領 主 が賭 け た財 の 配分 を受 け る こ とが で きた とい う

［ＣＦ　 ＶＩＩＩ：５９］。 同 様 の賭 け は ，バ トー リで もお こな わ れ た 。 王 権 は， これ らの娯

楽 に関与 す る こ とで 自 らの気 前 よ さを誇 示 して いた と も解 釈 で きよ う。

　 領主 は ，平 民 が 貧 困 に苦 しむ時 ，収 税 官 に命 じて ， マ ン ト ・下 帯 ， 住 居 ， トウモ ロ

コ シ ・イ ンゲ ン豆 ・アマ ラ ンス とい った基 本 的生 活 物 資 を提 供 す る度 量 を もつ こ とが

期 待 され て い た。 貧 民 が す ば ら しい頒 歌 を領 主 に献 呈 した な ら家財 一 式 と使 用 人 ま で

下 賜 され た とい う ［ＣＦ　 ＶＩＩＩ：６０］。 本来 な ら木 綿 製 の マ ン トの 着 用 を禁 じ られ て

い る はず の平 民 は ， いか な る職 務 を担 った 場合 ，木 綿 製 マ ン トな ど の威 信 財 の 分配 を

受 け る こ とが で きたの で あ ろ うか。

　　 （２） 公共記 念事業 へ の動員 と財 の分 配

　メシカの歴代大領主が，大神殿の増改築や水利事業を精力的に展開 していたことは，

年代記にかなり詳 しく記述されている。大神殿とそれを取 り巻 く幾多の石造物は，諸

々の祭式が演 じられる場でありその舞台装置であり，石彫物はアステカ社会のコスモ

４０） ナ ワ トル語 で 踊 りに対 応 す る こと ば は，ｎｅｔｏｔｉｌｉｚｔｌｉと ｍａｃｅｈｕａｌｉｚｔｌｉの ２語 が あ る ［Ｍ ｏＬＩＮＡ

　 ｌ９７０：３５］。　ｎｅｔＱｔｉｌｉｚｔｌｉは ，「喜 び の 踊 り」 （ｂａｉｌｅ　ｄｅ　ｒｅｇ・ｃｉｊｏ）と い う意 味で あ る 。ｍａｃｅｈｕａｌｉｚｔｌｉ

　 は，「功 績 ， 功徳 」 （ｍｅｒｅｃｉｍｉｅｎｔｏ）とい う意 味 で ， 昼 夜 を 撤 して 神 々の ため に踊 る苦 行 を指 し

　 て い た。 平 民 を指 す ｍａｃｅｈｕａｌｌｉは， この語 と同一 の語 源 で あ る ［Ｍ ｏＴｏＬＩＮｉＡ　１９７１：３８６－３８７］。

４１） ペ ロ ータ 球 技 につ いて は ，Ｄｕｒａｎ ［１９６７，１：２０５－２１０］に詳 しい記 述 が あ る 。そ の文 化 的 意 味

　 につ いて は Ｇａｒｚａ［１９８０］の研 究 を 参 照 され た い 。 ペ ロ ータ球 技場 は多 くの都 市 遺跡 で 発 見 さ

　 れ て い る。

４２） サア グ ンの記 録 ［ＣＦ　 ＶＩＩＩ：２９］によ る と， 奴 隷 ，耕 地 ， 家 屋 ， カ カオ ， トル コ石 な どを 賭

　 けた 領 主相 互 の 試合 もあ った 。
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ｔｈジ ーを 具体 化 して いた ［ＴｏｗＮｓＥＮＤ　 ｌ９７９］。 これ ら石 彫 物 は， 歴 代大 領 主 の意 向

を うけて つ く られ ，石 工 （ｔｅｔｌａｐａｎｑｕｉ，　ｔｅｔｚｏｔｚｏｎｑｕｉ） た ち は， 支 配者 の た め の芸 術

（ａｒｔｅ　ｏｆｉｃｉａｌ）を造 り出 して い た ［ＡＧｕｌＬＥＲＡ　 ｌ９７７］。

　 モ クテ スマ Ｈ世 時代 の１５１２年 頃 ， 大神 殿 に 置 く “ｔｅｍａｌａｃａｔｌ” とい う 円盤 状 の石 造

物 ４３）を つ くるた め ， チ ャル コ地 方 か ら石 が切 り出 され よ う と した こ とが あ る。 切 り

出 し， 運般 に は１０，０００～１２，０００の人 夫 が動 員 さ れ， ３０入 の石 工 が そ の製作 に当 った。

湖 岸 に 完 成 品 が 到 着 す る と， メ シ コか ら足 棒 軽 業 師 （ｃｕａｕｈｔｌａｔｌａｚｑｕｅ）４４）， 大 鼓

（ｔｅｐｏｎａｚｔｌｉ）や笛 ・鼓 を も った楽 隊 ・神 官 が や って来 て儀 式 と祝宴 が開 か れ た 。 そ こ

で は石 工 に対 して ， ３度 の食 事 ， 上等 な マ ン ト， 下 帯 ， サ ンダル な どが メ シカ大 領 主

の 役人 か ら与 え られ て い る ［ＴＥｚｏｚ６Ｍｏｃ　 ｌ９７５：６６２－６６３］。 この直 後 ， モ ク テス マ

は チ ャプル テ ペ クの丘 に 肖像 を彫 る こ とを石 工 た ち に命 じ， 各 石 工 に ４ ｂｒａｚａ の マ

ン ト，女 性 用 衣 類 の ほか ，食 塩 ，ペ ピー タ と豆 を それ ぞ れ １０荷 ， トウガ ラ シ ２袋 ， ト

ウモ ロ コ シを カ ヌ ー １杯 ， カ カ オ ２荷 ，木 綿 ２荷 の 食料 を与 え て い る。 完成 した 肖像

に満足 した モ ク テス マ は ， さ らに報 賞 を石 工 た ち に与 え た 。石 工 た ち に与 え られ た も

の は， ワス テ カ地 方 ４５）か ら納 入 され た貢 納 品 の一 部 が 充 当 さ れ た。 ま た ２人 の 家 内

奴 隷 が ，各 石 工 に割 り当 て られ て い る ［ＴＥｚｏｚ６Ｍｏｃ　 ｌ９７５：６６６－６６９］。

　 この ２つ の事 例 で は， 上等 な マ ン ト， サ ンダ ル ， カ カ オ， 木 綿 お よ び家 内奴 隷 とい

った平 民 には 接近 不能 の財 が ， モ クテ スマ か ら石工 た ち に下 賜 され て い る。 こ れ らの

財 が分 配 され た の は ， メ シカ大 領主 の委 託 した 職務 を遂 行 した もの た ち で あ ろ う。 そ

の職 種 と して は ，絵 師 （ｔｌａｃｕｉｌｏ），漆 くい師 （ｔｌａｑｕｉｌｑｕｉ），大 工 （ｔｌａｘｉｎｑｕｉ）， 陶工 師

（ｃｏｑｕｉｃｈｉｕｈｑｕｉ）， 敷 物 造 り， 調香 師 ， 猟 師 ， 漁 師 な ど が あげ られ て い る ［ＤｕＲ・ＡＮ

１９６７，ＩＩ：３４７］。 これ らの 技 芸 を も った平 民 が ，広 義 の 「トル テカ人 」 （ｔｏｌｔｅｃａｔ１＞に

該 当 して いた と思 わ れ る。 こ れ に対 し，石 工 た ち に食 料 を提 供 した り， 綱 で石 を 引 い

た り した平 民 に は， 特定 の威 信 財 が メ シカ大 領 主 か ら下賜 さ れ る こ と はな か った よ う

で あ る。 も し， か れ らに食 事 が提 供 され た と して も， メ シカ大 領 主 か らで は な く，在

地 領 主 た ち か らで あ った と思 わ れ る４６）。

４３） ｔｅｍａｌａｃａｔｌは，　ｔｌａｃａｘｉｐｅｈｕａｌｉｚｔｌｉの月 （３月 ６日一２５日） の祭 式で お こ なわ れ た 「剣 闘 士 の

　 犠 牲 」で ， 捕 虜 が 結び つ け られて い た 円盤 で あ る 。

４４）領 主 お抱 えの 芸能 集団 と して は ， この ほか に ， こび と （ｔｚａｐａｍｅ）， ちん ば （ｖｉｌｌａｍ ｅ）， せ む

　 し （ｔｅｐｏｔｚｏｍｅ）な どが い た ［ＣＦ　 ＶＩＩＩ：３０］。

４５）Ｃｕｅｔｌａｘｔｌａｎ 区 と Ｔｏｃｈｐａｎ 区 が言 及 さ れて い る が ， 両 貢 納 区 と も， 多 様 な柄 物 マ ン トを貢

　 納 して い る。

４６）公 共事 業 にお け る 労働 力 徴 発 につ い て は Ｒｏｊａｓ　Ｒａｂｉｅｌａ［１９７９］を 参 照 され た い 。
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おわ りに 王権 と職務

　 貢 納 によ って メ シカ大 領 主 の も とに集 荷 され た威 信 財 と して の 「衣 裳 」 は， メ シ カ

大 領 主 が課 した 「職務 」 へ の 報 賞 と 「職 務 」 その もの の街 示 とい う役 割 を に な って ，

諸 々の社 会 集 団 に再分 配 され て い た 。 ナ ワ トル語 で は ，貢 納 を意 味 す る ｔｅｑｕｉｔｌは ・

人 々 に指 定 され た 仕 事 ，任 務 ，責 務 を 意 味す る こ と ばで もあ る。 この ｔｅｑｕｉｔｌの抽 象

概 念 が ， これ ま で 「職 務 」 と い って き た ｔｅｑｕｉｏｔ１に相 当 す る。 ア ス テ カ社 会 に お け

る威 信 財 の移 動 は ， この 「職 務 」 の序 列 化 した体 系 に従 っ て いた とい え よ う。

　 大 量 の 「衣 裳 」 を集 荷 ，再 分 配 す るだ け で な く，同一 の衣 裳 を ２度 と着 用 しな い と

い う華 美 な 「衣 裳 」 の大 量 消費 者 で あ った メ シカ大 領 主 は， いか な る 「職 務 」 に よ っ

て ， そ の よ うな威 信 財 の独 占者 とな りえ たの で あ ろ うか。 こ の問 題へ の手 掛 りは ，王

の葬 儀 ， 即 位 式 の 際 に長 老 た ちに よ って詠 唱 され た ｈｕｅｈｕｅｔｌａｔｏｌｌｉの な か に見 い出 す

こ とがで き る。 この ｈｕｅｈｕｅｔｌａｔｏｌｌｉは， サ ア グ ンの記 録 ［ＣＦ　 ＶＩ：ｃａｐ・１０－１６］ の

ほか に， い くつ か の草 稿 も残 って お り ［ＧＡＲＩＢＡＹ　 ｌ９４３］，年 代 記 の な か で も引 用 さ

れ て い る４７）［ＴＥｚｏｚ６Ｍｏｃ　 Ｉ９７５：４５６－４５８，５７１－－５７２］。

　 王 を 指 す ナ ワ トル語 ｔｌａｔｏａｎｉ は，「話 す人 」 す なわ ち 「命 令 す る者 」 と い う意 味 で

あ る。 か れ は 「太 陽 と大 地 を動 かす 」 と い う宇 宙論 的 「職 務 」 を 遂行 す る ため ，人 間

世 界 に お いて もい くつ もの 「職 務 」 を与 え られ て い る。 サ ア グ ン の 記 録 で は， 戦 争

（ｙａｏｙｏｔｌ＞， 歌 舞 （ｍａｃｃｈｕａｌｉｚｔｌｉ），町 の警 護 ，市 場 管 理 ，娯 楽 な ど が そ の 「職 務 」 と

して あ げ られ て い る ［ＣＦ　ＶＩＩＩ：ｃａｐ．１７］。ま た，王 た ち に よ る最 高 審議 会 （ｔｌａｔｏｃａｎ）

で は， 戦 争 と ｔｅｑｕｉｔｌの決 定 が お こな わ れ て いた ［ＣＦ　ＶＩＩＩ：ｃａｐ・１４］。 大 領 主 に与

え られた 「職 務 」 は ，支 配 下 にあ る諸 々 の人 間 集 団 を メ シカ の支 配体 制 の特 定 の 場 に

配 置す る こ と （ｔｌａｔｅｃｐａｎａｌｉｚｔｌｉ）で あ った と解 釈 す る こ とも可 能 で あ ろ う。

　 ｈｕｅｈｕｅｔｌａｔｏｌｌｉに お け る王 と平 民 に関 す る メ タ フ ァは ， この 関係 を 示 唆 す る もの に

ほか な らな い。 王 は， 「市 の心 臓 」 で あ り， 人 々 を 敵 か ら守 る 「防 御 壁 」 （ｔｅｎａｍｉｔｌ

ｔｚａｃｕｉｌｌｉ）だ けで な く，人 々を 庇護 し安 穏 に させ る大 木 （ａｈｕｅｈｕｅｔｌ　ｐｏｃｈｏｔ１）４８》１こた と

え られ て い る。王 の 背 ，肩 ，腕 に寄 りか か って い るの が平 民 で あ る。平 民 （ｍａｃｅｈｕａｌｌｉ）

は，王 に よ って 担 れ る荷 物 （ｔｌａｔｑｕｉｔｌ，　ｔｌａｍａｍａｌｌｉ）で あ り，王 国 を鳥 に た とえ るな ら，

４７） ｈｕｅｈｕｅｔｌａｔｏｌｌｉ の 分析 か ら， ア ス テカ の社 会 関係 に ア プ ロー チす る試 み は，　 Ｓｕｌｌｉｖａｎ ［１９７４，

　 １９８０］や Ｂｒｏｄａ［１９７８ｂ］に よ って お こな われ つ つ あ る 。

４８） ａｈｕｅｈｕｅｔｌは マ ツ科 に属 す ２０－３０　ｍ の 喬 木 で あ り学 名 は Ｔｅｘｏｄｉｕｍ　ｍｕｃｒｏｎａｔｕｍ で あ る。

　 ｐｏｃｈｏｔ１は セ イバ （Ｃｅｉｂａ　Ｐｅｎｔａｎｄｒａ）の ナワ トル語 名で ４０　ｍ ぐ らい に 成 長 す る。 前 者 は 高 地

　 で ， 後者 は湾 岸 低地 で ， そ れ ぞれ 生 命樹 ， 宇 宙樹 と みな されて いた 。 これ らの木 のつ くる影

　 （ｃｕｅａｌｌｏ）が ，平 民 を 庇 護す る王 の度 量 にた とえ られ た ［ＣＦ　 Ｘ ：１０９］。
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「尾 で あ り翼」 （ｃｕｉｔｌａｐｉｌｌｉ　ａｔｌａｐａｌｌｉ）で あ った。 この 両者 の 間 に は， 王 の 「職 務」を 委

託 され た貴 族 ， 戦 士 で構 成 さ れ る官 僚 た ち （ｔｃｃｕｔｌａｔｏｑｕｅ）が位 置 して お り， か れ ら

は 「市 の 舌 ， あ ご， 眼 ， 耳」 とた とえ られ た ［ＣＦ　 ＶＩ：７３－７９］。

　 王 国 を構 成 す る人 間 を各 部 位 に配 置 し， そ の心 臓 か ら送 り出 す血 液 で， 部位 を動 か

し， 王 国 を 治 めて い った王 の 「職 務」 は， 「奴 隷 の ご とき労 働 」 （ｔｌａＣＯｔｉｌｉ　・ｔｅｑＵｉｔｉｌｉ）

で あ る と ｈｕｃｈｕｅｔｌａｔｏｌｌｉで は形 容 さ れて い る ［ＧＡＲＩＢＡＹ　 １９４３：８２；ＣＦ　Ｖ Ｉ：５６］。

この 「職 務 」 に対 して ，華 麗 な 「衣 裳」 の独 占が 許 され た と解 釈 で きな い で あ ろ うか 。

　 本 稿 で は解 明 で き な か った 問 題 も多 い。 と りわ け ， ア ス テ カ の祭 式 の担 い手 で あ る

神 官 層 の位 置 づ け と，祭 式 に お いて神 々 （偶 像 あ るい は神 官 ） がま と う 「衣 裳 」 につ

い て は， ほ とん ど言 及 で きな か った 。貢 納 され た 「衣 裳 」 と神 々の 依 裳 」 の対 比 を

お こなえ る史 料 が少 な い こ と と， 「神 々」 へ の 「衣 裳 」 の 提 供 が再 分 配 の論 理 で 説 明

で きそ うにな か った か らで あ る。 ま た，貢 納 ， 遠 隔 地 交易 ，地 域 市 場 相互 間 で の財 の

移 動 や， 貢 納 量 に対 す る分 配 量 の確 定 な ど は， 仮 説 を 積 み重 ね た空 論 にな る危 険 性 が

多 い た め論 じな か った 。 そ して， 祭 式分 析 で は不 可 欠 な 「衣 裳 」 の シ ンボル論 的分 析

も課 題 と して は残 って い るが ， これ らは将 来 取 り扱 う こ とに した い。

付 記

　本稿 の素案は，共 同研究 「職業 の 成立とその分化 についての比較研究」 （代表者　野村雅一助

教授）で ２度にわた って発表 した ものである。また本稿作成 にあた って は，科学研究費 （奨励研

究，課題番号５９７８０２４６）を利用 した。
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